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ｂａｃｈｔｅｎ，ｓｅｉｎｅ

　

”ｍｉｓｃｈ‐ｓｙｎｔａｋｔｉｓｃｈｅｄ
’Ｂｅｚｉｅｈｕｎｇｅｎ

　

ｉｎ

　

Ｂｅｔｒａｃｈｔｚｉｅｈｔ，
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ａｌｌｅ

　

ａｕｓ

ｖｅｒｂｅｎ

　

ａｂｇｅｌｅｉｔｅｔｅｎ

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅ

　

ｋｅｉｎｅｗｉｒｋｌｉｃｈｅｎ

　

Ｎｏｍｉｎａ

　

ａｃｔｉｏｎｉｓ， Ｄｉｅ

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇｓｐｒｏｚｅｓｓｅ，ｌｎ

ｄｅｎｅｎ

　

ａｕｓｖｅｒｂｅｎ

　

ｖｅｒｓｃｈｉｅｄｅｎａｒｔｉｇｅ

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅ

　

ｇｅｂｉｌｄｅｔ

　

ｗｅｒｄｅｎ，ｌａｓｓｅｎ

　

ｓｉｃｈ

　

ｉｎ

　

ｄｒｅｉ

　

Ｓｔｕｆｅｎｆｏｌｇｅｎ

ｅｉｎｔｅｉｌｅｎ：（１）ｄｉｅｅｒｓｔｅＳｔｕｆｅｎｆｏｌｇｅｄｅｒＳｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ，ｉｎｄｅｒｓｉｃｈｄｉｅｗｉｒｋｌｉｃｈｅｎｄｅｒＢｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

ｌｅｂｅｎｄｉｇｅｒＴａｔｉｇｋｅｉｔｄｉｅｎｅｎｄｅｎ Ｎｏｍｉｎａａｃｔｉｏｎｉｓｅｒｇｅｂｅｎ，（２）ｄｉｅｚｗｅｉｔｅ，ｉｎ

　

ｄｅｒ

　

ｓｏｇｅｎａｎｎｔｅｎ

　

Ａｂｓｔ‐

ｒａｋｔａｆｕｒＴａｔｉｇｋｅｉｔｓｖｏｒｓｔｅｌｌｕｎｇｅｎｔｓｔｅｈｅｎｕｎｄ（３）ｄｉｅｄｒｉｔｔｅ，ｎａｍｌｉｃｈｄｉｅｌｅｔｚｔｅ，ｉｎｄｅｒｓｉｃｈ

　

Ｎｏｍｉｎａ

ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅｆｉｉｒ，ｄｉｅＤｉｎｇｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｂｅ行ｎｄｅｎ，ｉｎｄｅｒｄｉｅ

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇｖｏｌｌｋｏｍｍｅｎａｂｓｃｈｌｉｅｓｓｔ．

　

ＷｉｒｄｄａｓＮｏｍｅｎａｃｔｉｏｎｉｓｍｉｔｅｉｎｅｍ Ａｒヒｉｋｅｌ，ｅｉｎｅｍ

　

Ｐｒｏｎｏｍｅｎ

　

ｏｄｅｒ

　

ｅｉｎｅｍ

　

Ａｄｊｅｋｔｉｖｕｍ

　

ｂｅｇｌｅｉｔｅｔ，

ｎａｍｌｉｃｈ ｍｉｔｉｒｇｅｎｄｅｉｎｅｒＢｅｓｔｉｍｍｕｎｇ，ｄｉｅｅｉｎｅＳｕｂｊｅｋｔ‐Ｐｒａｄｉｋａｔ‐Ｂｅｚｉｅｈｕｎｇ ｄａｒｓｔｅｌｌｅｎ

　

ｏｄｅｒ

　

ａｎｄｅｕｔｅｎ

ｋａｎｎ，ｓｏｋｂｎｎｔｅ

　

ｍａｎ ｍｉｔ

　

Ｒｅｃｈｔ

　

ｓｏｌｃｈｅｓ

　

Ｎｏｍｅｎ

　

ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

ｅｉｎｅｎ

　

ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｎ

　

Ｓａｔｚ

　

ｎｅｎｎｅｎ， Ｄｅｒ

ｖｅｒｆａｓｓｅｒｂｅａｂｓｉｃｈｔｉｇｔ

　

ａｂｅｒ，ｄａｒａｂｅｒｓＰａｔｅｒｚｕ

　

ｓＰｒｅｃｈｅｎ，

１．

　

本稿でいう

　

Ｎｏｍｅｎ

　

ａｃｔｉｏｎｉｓ（以下 ＮＡ と略称する） の概念には，さしあたり次の規定を採用

しておく．

　

Ｄｉｅ

　

ｖｅｒｂａｌｎｏｍｉｎａｌ） ｚｅｉｇｅｎ

　

ｆ６ｒｌ．・ｌｉＣｈｅ

　

ｕｎｄ

　

ｓｙｎｔａｋｔｉｓｃｈｅ

　

Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｅｎ

　

ｄｅｓ

　

Ｎｏｍｅｎｓ

　

ｕｎｄ

ｖｅｒｂｕｍｓ．（Ｍ．Ｒｅｇｕｌａ）２） この規定において， 若干の保留を附すならば
９） ＮＡ の概念は， 基本的

に正しくとらえられている． すなわち， ＮＡ は， 語形的には

　

Ｎｏｍｅｎ

　

として， 且つ概念的には

Ｖｅｒｂｕｍ

　

としての特性を有するものとされる． ただ， この場合に， Ｖｅｒ
ｂｕｍ としての概念は， 動

詞概念一般が， ａｎｕｎ
ｄｆｔｉｒｓｉｃｈ

　

に具象的に実詞化されると考えなければならない． つまり， 大

別して， 動作 （Ｔａｔｉｇｋｅｉｔ）． 過程 （Ｖｏｒｇａｎｇ）， 様態 （Ｚｕｓｔａｎｄ） 等の動詞的概念が一個の表象と

して，名詞的に意識されるのであって，いわば，
ＮＡ は， 動詞的概念様式 （ＢｅｇｒｉＨｓｗｅｉｓｅ） を有

する名詞と考えられなければならない，従って， 名詞とか動詞とかの範噂が，本来語形論 （
Ｗｏｒｔ‐

ｌｅｈｒｅ） のカテゴリ←であるとすれば， ＮＡ

　

に関する問題はこのカテゴリー内では， とうてい処

理し得ないのであって， そのためには， 意味論 （Ｂｅｄｅｕｔｕｎｇｓ
ｌｅｈｒｅ） の諸カテゴリーとのかね合い

が必須となる．

　

たとえば， 一般に動詞派生名詞が ＮＡ 形成の母体をなしているのであるが，次のような，いわ
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Ｎｏｍｅｎ Ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

試

　　

論

ゆる

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖｓａｔｚ

　

もまた， 異論の余地なく ＮＡ

　

とみなさなければならないから， まず第一に語

形論的な問題が生じるわけである．
ＡＺＺ８ｓｚク鳶ｓｅ刀 ｍａｃｈｔＫｏｐｆｗｅｈ・ （Ｓｐｒｉｃｈｗｏｒｔ）

　

Ｓｃｈｌｍｌｇｅｓｔｅｈｅｎ，α“ｓ “”
たＺｓ

　

ｅＺＷαｓ， α“ｓ

　

ｅＺｗαｓ リメメ

　

創αｃゐ８れ， 石彫〆’“αγるｇｉｚ

　

ｚ” α８γ

　

為脇“ｓ‐

αγるＢｉｚ 訪伊ｊｚｅた粥ｅ“，ｄａｓａｌｌｅｓ ｗａｒｓｅｌｂｓｔｖｅｒｓｔａｎｄｌｉｃｈ．（Ｓｅｇｈｅｒｓ）

　

上例のごときは， Ｋ１ｅｉｎｓｃｈｒｅｉｂｕｎｇ のままで， ＮＡ

　

の特性を十分にもっているのであるから，

名詞的語形を喪失しながらも， なお概念様式上は， やはり動詞概念を内包する名詞と考えなけれ

ばならず， このことは， 斜体部を

　

ｄａｓａｌｌｅｓ

　

によって指示している点からも明らかなのであるか

ら， これら

　

工ｎ６ｎｉｔｉｖｓａｔｚｅ

　

に広義の ＮＡ なる概念をあてても， 決して不当ではなかろう． また

一方では，

　

ＰｏｌｉｔｉｋｉｓｔＢＺ”力γαた霧ｓｃ力ｅｓ

　

ＶｅγあのＺｅ“．（Ｔｈ．Ｍａｎｎ）

　

における

　

ｖｅｒｂａｉｎ６ｎｉｔａ にあっては， すでに動詞概念は失なわれ，名詞化 （Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ）

の過程が相当に進んでいるのであって， このようなものは本来の ＮＡ には含まれ得ない． さらに

これに続く文脈中の，
……ｅｉｎ ｐｒａｋｔｉｓｃｈｅｓ Ｖｅｒｈａｌｔｅｎ，ｄａｓｓｉｃｈ 鯛ｅＡ”ヂだ乾物〆加フｚｇｏｄ好 ｄｚｅ

　

口雛ｇＢＳｉのＺ”“ｇ ｄ偽

るｅｓｆｇ膨“〆Ｂｉｚｓｚα郷仔ｓｚｕｍ Ｚｉｅｌｓｅｔｚｔ．（ｉｂｉｄ）

では， 二個の‐ｕｎｇ

　

語尾の動詞派生名詞が， 意味上の目的語を有し， 行為を具象的に表現してい

るのであるから，．これらは， 純粋な

　

ＮＡ とみなすべきものである．

　

それ故， 一般に動詞派生名詞が ＮＡ であるか， あるいは， 単な る

　

Ｎｏｍｅｎｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ

　

であ る

かの別は， 必ずしも， 語形には関係なく，
・むしろ， 機能的平面におけるその

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇの

程度いかんに依存しているのである， つまり， その決定要因は， 語形論のカテゴリーにはなく，
ほとんどもっぱら意味論のカテゴリー内にあると言えよう， 換言すれば，ＮＡ

　

なる文法範噂は，
語形論と文章論 （Ｓｙｎｔａｘ） との接点に位置しているのである． この場合 Ｓｙｎｔａｘ なる表現も， 単

に Ｓａｔｚｌｅｈｒｅ を意味するにとどまらず， Ｂｅｄｅｕｔｕｎｇｓｌｅｈｒｅ

　

の領域を含むものとされなければなら

ない．いわば，ＮＡ 論は，
Ｂｅｄｅｕｔｕｎｇｓｌｅｈｒｅ の上に構築された Ｗｏｒｔ‐ｕｎｄＳａｔｚｌｅｈｒｅな のである．

言語現象の宿命たる形式－機能－概念の各範時間に在る矛盾撞着がある点で止揚され得るとすれ

ば， ＮＡ

　

の文法範時は， まさにそのような一点なのである． であるから， 女法体系中に

　

ＮＡ

　

の

位置を求めるならば， 語形論・意味論を超えた， ある高次のカテゴリーが要求されること にな

る９）． それは，Ｊ．Ｒｉｅｓ の表現を借りるならば， Ｂｅｄｅｕｔｕｎｇｓｌｅｈｒｅ ｖｏｎ ｄｅｒ

　

Ｆｏｒｍ ｄｅｒ ｗｏｒｔｕ．

帆′ｏｒｔｇｅｆｔｉｇｅ ともなろうか４）．

　

動詞派生名詞５）が ＮＡ

　

であるか， あるいは， 単に Ｎｏｍｅｎ

　

ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ にすぎないかを決定

すべき基本的なメルクマールが， 動詞概念の

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

の進行度であ り， ま た， そ の

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

の諸階梯が， 動詞派生名詞が ＮＡ から順次に単なる

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅ

　

に移行する

程度を跡づけるものであるとすれば， この

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

をはじめ， 後述の諸文法範噂は，

すべて， 上記の意味における “Ｍｉｓｃｈｓｙｎｔａズ
’ という女法体系を不可避の前提としなければな ら

ない．

　

本稿は， Ｎｏｍｅｎ

　

ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

がこのような文法範噂に位置するものとして， その基本的な性格の

Ｓｃｈｅｍａ

　

を画いてみようとする， つたない試みである． ただ， 浅学にして， 遺憾ながら問題を

Ｎｈｄ．に限定しなければならない． 今後を期す次第である．

註

　

１） Ｍ．Ｒｅｇｕｌａは， 同書中随所でこの語を ｎｏｍｉｎａａｃｔｉｏｎｉｓと言い換えているから， ほぼ同一の概念を予想

－１３２－
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しているものとみなしてよかろう， ただし， Ｒｅｇｕｌａ が Ｖｅｒｂａｌｎｏｍｉｎａあるいは ｎｏｍｉｎａａｃｔｉｏｎｉｓと呼ぶ

　

のは， 主に ｖｅｒｂａｉｎ行ｎｉｔａ らしく，これは短見であろう．本稿の ＮＡは， より広範な概念を予想する，
２） Ｍ．Ｒｅｇｕｌａ； Ｇｒｕｎｄｌｅｇｕｎｇｕｎｄ ＧｒｕｎｄｐｒｏｂｌｅｍｅｄｅｓＳｙｎｔａｘ，１９５１．Ｓ．１４６．

３） 関口存男氏の「意味型態論」もまたこのような要請に答えるものとして提起されたものと思われる．
４） Ｊ二Ｒｉｅｓ〉 Ｗａｓｉｓｔ

　

Ｓｙｎｔａｘ？Ｂｉｎｋｒｉｔｉｓｃｈｅｒ

　

Ｖｅｒｓｕｃｈｅｌ９２７．Ｓ．８１．Ｒｉｅｓ の言う

　

ＭｉｓＣｈｓｙｎｔａｘ は， こ

　

こまでの拡張解釈を許すであろう．
５）・動詞派生名詞には，ＮＡ とならび重要なものとして，Ｎｏｍｅｎａｇｅｎｔｉｓがある． これについては，別に縞

　

を改め， 本稿での言及は割愛する．

２．

２．Ｉ

　

ＮＡ の第一として， まず Ｓｕｂｓ［ａｎｔｉｖｉｅ元ｅｒｌｎｆｉｎｉ［ｉｖ を挙げなければならない． もともと，

ｌｎｎｎｉｔｉｖ は古代語動作名詞の格が凝結し， 次第に動詞組織中に結合して， 現在語幹か らではな

く， 動詞語幹そのものから形成されるに至って， 本来の名詞的意義を除々に失ない， 動詞的意

義・用法に重点が移り， 定形組織中に入り込むにいたって， ついには， 格支配の機能， 時称， 態

の別を有することになったものである． それゆえ，
ｌｎｉｎｉｔｉｖ をもって ＮＡ の第一に挙げるのは，

それがもともと名詞としての機能及び意義を有していた点からして，すでに同義反復にすぎない．

　

Ｎｈｄ． における

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒｌｎｎｎｉｔｉｖ

　

の最も単純な型， つまり， 何らの規定語をも伴わな

い類のものは， ことに

　

Ｓｐｒｉｃｈｗｏｒｔ

　

等に多く見出される． けだし， この型の ＮＡ が， 動詞概念

を最も簡潔直載に表現し得るからである．

　

日ｏｆｆｅｎ

　

ｕｎｄ Ｈａｒｒｅｎｌｒーａｃｈｔ

　

ｍーａｎｃｈｅｎ

　

ｚｕｍ Ｎａｒｒｅｎ，

　

Ｐｒｏｂｉｅｒｅｎ ｇｅｈｔ【ｉｂｅｒＳｔｕｄｉｅｒｅｎ．

　

Ｌｅｉｈｅｎ ｍａｃｈｔ

　

Ｆｒｅｕｎｄｓｃｈａｆｔ，ＶＶｉｅｄｅｒｇｅｂｅｎ

　

Ｆｅｉｎｄｓｃｈａｆｔ．

　

工ｒｒｅｎｉｓｔ宜ｌｅｎｓＣｈｌｉｃｈ， ＲｅｄｅｎｉｓｔＳｉｌｂｅｒ，Ｓｃｈｗｅｉｇｅｎ Ｇｏｌｄ．

など多くをかぞえ得る． いずれも簡潔直載に行為が生まのままで表現し得えて妙であ る． Ｓｕｂ‐

ｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒｌｎ６ｎｉｔｉｖ

　

は， この簡潔さゆえに， 通常の散・韻女にも数多く見られること周知のと

うりである． 一例を挙げるならば，

　

ＢｅｈａｇｔｄｉｒｄａｓＧｕｉｌｌｏｔｉｎｉｅｒｅｎｎｉｃｈｔ，／Ｓｏｂｌｉｅｂｂｅｉｄｅｎａ
ｌｔｅｎ Ｍｉｔｔｅｌｎ，…… （Ｈｅｉｎｅ）

　

Ｄｅｓ

　

Ｍａｕｒｅｒｓ

　

ｗａｎｄｅｌｎ，／Ｅｓｇｌｅｉｃｈｔｄｅｍ

　

Ｌｅｂｅｎ，／Ｕｎｄｓｅｉｎ

　

Ｂｅｓｔｒｅｂｅｎ，／Ｅｓ

　

ｇｌｅｉｃｈｔｄｅｍ Ｈａｎ‐

　

ｄｅｌｎ，／Ｄｅｒ ＭｅｎｓｃｈｅｎａｕｆＥｒｄｅｎ． （Ｇｏｅｔｈｅ）

　

Ｅｓｇａｂｅｉｎ Ｌ昇ｒｍｅｎｕｎｄＲｕｆｅｎ・（Ｓｃｈｎｉｔｚｌｅｒ）

　

Ｗａｓｓｏｎｓｔｆｔｉｒｉｈｍ ｄａｓＳｃｈｗｅｒｓｔｅ ｗａｒ，ｄａｓＡｎｋｎｔｉｐｆｅｎｄｅｒＢｅｚｉｅｈｕｎｇｅｎ．（Ｊｏｈｏ）

　

また， 目的語や規定語が ＮＡ と合成されることもしばしばである． すなわち，

　

ｄａｓ Ａｃｈｓｅｌｚｕｃｋｅｎ ｗａｒｇｅｎｕｇａｌｌｇｅｍｅｉｎ，（Ｔｈ．Ｍａｎｎ），

　

ｅｉｎｖｅｒｗｉｒｒｔｅｓＤｕｒｃｈｅｉｎａｎｄｅｒｒｅｄｅｎ，Ｈｉｎ‐ｕｎｄ‐Ｈｅｒｒｅｎｎｅｎ

　

の類である． だが， Ｎ
Ａ が心理的に名

詞として意識されるが故に， ａｄｎｏｍｉｎａｌな規定語を附すことの方が比較的に多い． たとえば，

　

ｅＩｎ ｅｗｉｇｅｓ Ｇｅｈｅｎｕｎｄ

　

Ｋｏｍｍｅｎ（Ｇｏｅｔｈｅ） は，ｅｉｎ
Ｅｗｉｇｇｅｈｅｎｕｎｄ－ｋｏｍｍｅｎ，

　

Ｋｅｉｎ

　

Ａｕｓｗｅｉｃｈｅｎ ｍｅｈｒｗａｒ（Ｈｏｆｆｍａｎｎ） は

　

Ｎｉｃｈｔ－ａｕｓｗｅｉｃｈｅｎ ｍｅｈｒｗａｒ，

　

ｅｉｎ ｍａｔｔｅｓ

　

Ｓｅｈｎｅｎｕｎｄ

　

Ｑｕａｌｅｎ （ＳｃｈｏＰｅｎｈａｕｅｒ） は，ｅ
ｉｎ Ｍａｔヒーｓｅｈｎｅｎ ｕｎｄ‐ｑｕ表ｌｅｎ にほぼ

同義である．

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒｌｎ６ｎｉｔｉｖ は， もともと補定語として
Ａｋｋｕｓａｔｉｖで用いられたものが基本的な

用法らしいと言う１）．それが後に急速にこの制約をはなれて， 本来の名詞的性格か ら多様
な型

式を生じて行ったのであるが， 今日でもなお， そのなごりが多く見出される． たとえを， 殊に

一１３３－



Ｎｏｍｅｎ Ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

試

　　

論

ｇｅｈｅｎ，ｋｏｍｍｅ

　

ｂｌｅｉｂｅｎ などの補足語として， Ｋ１ｅｉｎｓｃｈｒｅｉｂｕｎｇ

　

のｌｎ６ｎｉｔｉｖ が用いられている

のは， この例であ る． ｓｐａｚｉｅｒｅｎ ｇｅｈｅｎ， ｂａｄｅｎ ｇｅｈｅｎ， ｕｍａｒｍｅｎ

　

ｋｏｍｍｅｎ， ｈａｎｇｅｎ

　

ｂｌｅｉｂｅｎ，

ａｕｆ

　

ｄｅｒｓｅｌｂｅｒ

　

ｓｔｅｌｌｌｅ

　

ｗａｎｄｅｌｎ

　

ｂｌｅｉｂｅｎ

　

等． また， 現在， 話法の助動詞と共に用いられている

ｌｎｎｎｉｔｉｖ もこの用法の名残りである， これら

　

ｌｎ云ｎｉｔｉｖ

　

の格が Ａｋｋｕｓａｔｉｖ であることは推察に容

易であるが， ことに，ｌｎ行ｎｉｔｉｖ とｇｕｔｈａｂｅｎ，の結合においては， 事情は一層明瞭となる．

　

つまり

　

Ｅｒｈａｔｇｕｔｒｅｄｅｎ． Ｓｉｅｈａｂｅｎ ｇｕｔｌａｃｈｅｎ． Ｄｅｒ

　

Ｄｉｃｈｔｅｒｈａｔｇｕｔｎａｃｈ

　

ｓｅｉｎｅｍ ｌｄｅａｌ

ａｒｂｅｉｔｅｎ．（Ｓｃｈｉｌｌｅｒ） 等である． 一方， これらと同様の形式でありながら，

　

ｏｈｎｅＦｒｉｅｄｅｎｉｓ七ｎｉｃｈｔｇｕｔ日ｉｅｇｅｎ． Ａｕｓ ｄｅｒ

　

Ｆｅｒｎｅｉｓｔ

　

ｇｕｔ

　

ｌｕｇｅｎ． Ｍ［ｕｓｓｉｃｈｇｌｅｉｃｈ ｗｉｄｅｒ

Ｗｉｌｌｅｎ ｄｅｎｋｅｎ； ｄｅｒｉｓｔｇｕｔｋ６ｐｆｅｎ，（Ｇｏｅｔｈｅ），

　

における

　

ｇｕｔ（ｂ６ｓｅ，ｓｃｈｌｅｃｔ）ｓｅｉｎ‐ｌｎ６ｎｉｔｉｖ にあつては， 格の判定は困難である．

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒｌｎ６ｎｉｔｉｖ

　

の

　

Ｇｅｎｉｔｉｖ

　

の用法もまた， 極めて広い． ｗａｈｒｅｎｄｄｅｓ Ｅｓｓｅｎｓ，ｌａｕｔ

ｓｅｉｎｅｓ Ｅｒａｃｈｔｅｎｓ，ｔｒｏｔｚ ａｌｌｅｓ Ｗｉｄｅｒｓｔｒｅｂｅｎｓ などの ＰｒａｐｏｓｉｔｉｏｎｅｌｌｅＢｅｓｔｉｍｍｕｎｇ

　

のある場合は

Ｄａｔｉｖ，Ａｋｋｕｓａｔｉｖ

　

の前置詞規定による場合と同様に， 特別な概念様式をもつているので， 後述す

ることにして， ここでは， 前置詞規定ならざる場合， しかも， ごく単純なものを選ぶとすれば，
ｂｅｉｍ

　

ｕｎｅｎｄｉｃｈｅｎ

　

Ｐｒｏｚｅｓｓｄｅｓ

　

Ｓｃｈａｆｆｅｎｓ， ｄｉｅ

　

Ａｕｆｇａｂｅ

　

ｄｅｓ

　

Ｄｅｎｋｅｎｓ

　

ｕｎｄ

　

Ｓｃｈｒｅｉｂｅｎｓ， ｄｉｅ

Ｋｕｎｓｔｄｅｓ

　

Ｋｏｎｚｅｎｔｒｉｅｒｅｎｓｕｎｄ

　

ｄｅｓ

　

Ｗｅｇｌａｓｓｅｎｓ

　

などの類を挙げるべきであろう． これらは，

動作等の動詞概念の具象的表現形式として， きわめて
ｋｕｒｚｕｎｄｂｔｉｎｄｉｇ な力をもつだけでなく，

動詞概念が抽象的， かつ普遍妥当的であることが著るしい特質をなしている． また， これ と別

に， 人称規定を伴なぅために， このような普遍妥当性に欠けるが， 興味深い も のと して， Ｈｉｅｒ

ｉｓｔｕ・ｌｓｅｒｅｓ Ｂ１ｅｉｂｅｎｓｎｉｃｈｔ． の類が挙げられよ

　

う．

　

Ｋｏｍｍ，ｍｅｉｎｅ Ｔｏｃｈｔｅｒ！Ｈｉｅｒｉｓｔ ｕｎｓｅｒｅｓＢ１ｅｉｂｅｎｓｎｉｃｈｔ ｍｅｈｒｌ（Ｓｃｈｉｌｌｅｒ）．

　

Ｗｅｎｎ ａｂｅｒ Ｗｉｎｄ

　

ｎｉｃｈｔｕｍｓｃｈｌｕｇ，ｓｏ ｗａｒｓｅｉｎｅｓＢ１ｅｉｂｅｎｓｈｉｅｒｎｉｃｈｔ，（Ｔｈ． Ｍａｎｎ）

　

のごとき

　

Ｇｅｎｉｔｉｖ

　

の ｌｎ６ｎｉｔｉｖ‐ＮＡ は， もともと ｎｉｃｈｔ がかつて ｎｉｃｈｔｓであった時代のなごり

であり， あたかも ｇｅｎｉｔｉｖｅｓ

　

Ｓｕｂｊｅｋｔ に見える

　

Ｂ１ｅｉｂｅｎｓ はもともと ｎｉｃｈｔｓ

　

に対する

　

ｇｅｎｉｔｉｖｅ

Ｂｅｓｔｉｍｍｕｎｇ

　

であつたものにすぎない． これとならんで， いわゆる 数量的二格を示す も の で，
ｋｅｉｎ， ｖｉｅｌ， ｗｅｎｉｇ などと Ｇｅｎｉｔｉｖ

　

の ｌｎ６ｎｉｔｉｖ との結合がある． これらについて も， こ のｌｎ‐

６ｎｉｔｉｖ が元来， 二格規定語であつた事情は同様である． 例えば，

　

ｄｅｎ Ａｎｔｉｋｅｎｓａａｌ，ｖｏｎ ｄｅｍ ｖｉｅＩＲｕｍｅｎｓ ｍａｃｈｔｅ．（Ｇｏｅｔｈｅ）

　

Ｓｉｅ ｍａｃｈｔｅ ｎｉｃｈｔ ｗｅｎｉｇ ＡｕｆｈｅｂｅｎｓｖｏｎｓｉＣｈｕｎｄｉｈｒｅｍ Ｕｎｔｅｒｎｅｈｍｅｎ（Ｔｈ・Ｍａｎｎ．）

　

ｖｉｅＩ Ｒｅｄｅｎｓ ｍａｃｈｅｎ，ｗｅｎｉｇ
Ｈｉｎａｕｓｔｒｅｔｅｎ ｍａｃｈｅｎ など．

　

また， ｍｉｔｄｅｍ Ｈｅｒｒｅｎｄｅｓ Ｒｅｄｅｎｓｋｅｉｎ Ｅｎｄｅｉｓｔ，ＳｅｉｎｅｓＳｃｈｗｅｉｇｅｎｓｋｅｉｎＤａｕｅｒｉｓｔ， などの

ｋｅｉｎ

　

Ｅｎｄｅ

　

を結合する場合を考慮に入れると，

　

これらの

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖｅ

　

が

　

ａｄｎｏｍｉｎａｌ

　

な二格規

定であり， とくに前者においては， ｍａｃｈｅｎ，
ｈａｂｅｎ の補足語が， い わ ゆ る

　

ｋｒｉｓｔａｌｌｉＳｉｅｒｔｅｓｉｍ－

ｍａｎｅｎｔｅｓｏｂｊｅｋｔ（Ａｋｋ，） であることが明らかである．

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖ の二格については，
ｌｎ負ｎｉｔｉｖｓａｔｚ

　

の自由な二格用法が特記すべきものの一つである．

この用法は， きわめて広範で， 殊に

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒｌｎ６ｎｉｔｉｖｓａｔｚ

　

との関係で重要なものでもあ

る． たとえを

　

ｕｍ ｄｅｎＬｏｈｎｄｅｓ Ｎｉｃｈｔｍｅｈｒｄｅｎｋｅｎｍｕｓｓｅｎｓ，ｕｎｔｅｒｄｅｍ Ｕｎｓｔｅｒｎ ｄｅｓｅｗｉｇｅｎＮｏｃｈ‐ｚｕ‐ｊｕｎｇ‐

ｓｅｌｌｎ

　

ｗａｈｒｅｎｄｄｅｓｌａｎｇｅｎ

　

ｓｃｈｌａｎｇｅｓｔｅｈｅｎｓ，
Ｚｉｅｌｄｉｅｓｅｓｔｉｂｅｒ‐ｄｉｅ‐Ｊｕｎｇｅｎ‐Ｓｐｒｅｃｈｅｎｓ

　

などその

一例である．

－１３４－



金

　　　

子

　　　　

亨

　

ｌｎ負ｎｉｔｉｖｓａｔｚ

　

がそのまま全体として ＮＡ の機能をもつことがある． －▲般 に，
Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒ

Ｓａｔｚ と称されるものには，

　

ａ）
“Ｈｅｌｆｔｍｉｒ！Ｈｅｌｆｔ ｍｉｒ！’’ｅｒｓｃｈｒｅｃｋｔｅｓｉｅｚｕｍ Ｅｎｔｒｉｎｎｅｎ． の如く， 引用符号を附した女全

　

体が名詞化されたもの，

　

ｂ） ｄａｓｓ などの接続詞に導かれた女，

　

ｃ） Ｚｕ を伴なぅか， あるいは伴わない
ｌｎ負ｎｉｔｉｖｓａｔｚ，

が大別されるのは周知のことであるが， ここで問題となるのは， これらのうち， ｚｕ

　

を伴わない

ｌｎ負ｎｉｔｉｖｓａｔｚ

　

である． つまり， この形の不定句が， 語形的に中性名詞化されたものをもって， 本

来リロｎ６ｎｉｔｉｖｓａｔｚ‐ＮＡ をみなすべきであろう， たとえを

Ｄｉ－ｅｓｅｓ ｗａｃｈｓｉｔｚｅｎ， Ａｎｇｅｋｌｅｉｄｅｔｓｃｈｌａｆｅｎ，Ｎｉｃｈｔｒａｕｃｈｅｎｄｔｉｒｆｅｎｉｍ Ｇｒｕｎｄｅ ｗａｒｄａｓａｌｌｅｓｅｉｎ

ｒｎｅｃＨａｎｉｓｃｈｅｒ Ｌｅｅｒｌａｕｆ，（Ｊｏｈｏ）……

　

ｄｒｏｈｔｅｅｒ ｍｉｔ

　

Ｋｒｅｕｚｗｅｉｓｓｓｃｈｌｉｅｓｓｅｎｌａｓｓｅｎ， Ａｎｓｐｅｉｔｓｃｈｅｎ，
Ｕｎｔｅｒｎｇａｌｇｅｎｂｅｇｒａｂｅｎ．（Ｆｅｕｃｈｔ－

Ｗａｎｇｅｒ）

の如

　

ものである． この種のｌｎ６ｎｉｔｉｖｓａｔｚ

　

では， 相当に長い重畳的な表現も見られるが， 極端に

長い巻のは， もちろん， Ｗｏｒｔｓｃｈｌａｎｇｅ と呼ばれ排撃される． たとえば，

　

Ｓｏｍｌｒーｅｒｋｉｎｄｅｒｆｅｒｉｅｎｌａｇｅｒｌｅｉｔｅｒｖｏｒｂｅｒｅｉｔｕｎｇｓｌｅｈｒｅｎ

　

ｉｓｔｓｏｆｏｒｔ

　

ｖｏｒｚｕｎｅｈ宜ーｅｎ． Ｓｅｉｎ

　

Ｓｏｚｉａｌｖｅｒ－

ｓｉｃｈｅｎ

ｄａｓ

綴，
まで，

である

ｉｈｒｅｎ

ｌｔｅｒｓｅｉｎなど好事家のなぐさみにすぎないが， 比較的長い もので も，
ｉｎｓｉｃｈｇｅｌａｓｓｅｎｓｅｉｎ，ｄａｓ Ｄｒｔｉｂｅｒｈｉｎｗｅｇｈ６ｒｅｎ，Ｓｉｃｈｂｅｈａｇｅｎｌａｓｓｅｎ，Ｓｉｃｈｂｅｑｕｅ１℃ｌｅｎｌａｓｓｅｎ，

ｒｆｏｌｇｅｎ‐ｋ６ｎｎｅｎ

　

の程度なら， 日常用いられている． この種の不定形女においては， 前

、名詞はもとより， 助動詞等まで一体として

　

ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｅｎ され， 態・時称があるま

ｎｉｔｉｖ

　

にさえなる． また

　

Ｂｉｎｄｅｓｔｒｉｃｈ

　

の有無， 分かち書きなども， もっぱら趣好の問題

しい． たとえば，
Ｎ［ｏｎａｔ

　

ｄｅｓ

　

Ｇｅｔｒｉｅｂｅｎｗｅｒｄｅｎｓ， Ｓｃｈｕｌｅｄｅｓｓｉｃｈ【ｉｂｅｒｗｉｎｄｅｎｓ， Ｔａｇ

等である．

詞概

ｌｎａｎ ｅｒｓｅ ｅｎ ｏｎｎｅｎ， などの ａｄｎｏｍｉｎａｌｅ

　

Ｂｅｓｔｉｍｍｕｎｇ は， 当該 ｌｎ６ｎｉｔｉｖｓａｔｚ

　

の動

を修飾していて， 問題は起こらないが， 仮りに， ｄａｓかαｚ‘“ｇｅ Ｎｉｃｈｔｍｅｈｒｅｉｎａｎｄｅｒ－

ｎ を

　

ｄａｓ

　

Ｎｉｃｈｔｍｅｈｒｅｉｎａｎｄｅｒ－“”““ｇ‐ｓｅｈｅｎｋ６ｎｎｅｎ

　

とするとか，
．あるいは， ｄ

　

ｚｌｓ

ｓｉｃｈｕｂｅｒｗｉｎｄｅｎ

　

を

　

ｄａｓ

　

ｓｉＣｈ‐ゐ８γｏｚｓｃ珍－【ｉｂｅｒｗｉｎｄｅｎ

　

に，ｄａｓ “７２ののα“８１８

　

ｓｉｃｈ‐

ｎ‐ｋ６ｎｎｅｎ， を ｄａｓｓｉｃｈ‐“７２βれ堀γｆｅｚ‐ｗｉｅｄｅｒ６ｎｄｅｎｋ６ｎｎｅｎ にする場合， あるいは， こ

れら 詞を無語尾で副詞として附加する場合では， 動詞概念にかなりの変化をもたらすこと

まり， 与えられた ｌｎｉｎｉｔｉｖｓａｔｚ‐ＮＡ

　

の動詞概念中に副詞的規定語の概念が包摂される

は， 一個の全体として与えられた動詞概念を， 外部から， 客観的に評価， 修飾するか

るわけである． すなわち， 最初の例で邦語を当てるならば， 前者は， 「あわれにも再

なのであり， 後者は， 「次回よりは， 愉快に会おう」 の意， 「悲しげな会い方はもう

．・ぅことになる． したがって， たとえば， ｄａｓｈｅｒｏｉｓｃｈ Ｓｉｃｈ【ｉｂｅｒｗｉｎｄｅｎ

　

の表現は，

の可能性を含み， よくない． 再帰代名詞の取捨もこの点に関係する． また特に，否定

ｄａｓトｉｉｃｈｔ‐ｒｅｃｈｔｓ→ｕｎｄ‐ｌｉｎｋｓ－ｓｃｈａｕｅｎ，ｄｅｓトｌｉｃｈｔ・ｎｅｈｒｄｅｎｋｅｎｍｕｓｓｅｎ，

ｎ などの ｎｉｃｈｔ は， ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｅｎ される動詞概念に内包されてい

になる． ‘

か， あるい

の別が生じ

会不可能」

いらぬ」 と

意味の混乱

詞について

　

ｄａｓトｌｉｃｈ

ｄａｓ

　

Ｎｉｅｍ
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Ｎｏｍｅｎ Ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

試

　　

論

るのであり，他方で， Ｄａｇ
ｉｂｔｅｓｋｅｉｎＥｎｔｒｉｎｎｅｎ ｍｅｈｒ．ＥｓｈａｌｆｋｅｉｎＳＣｈｅｌｔｅｎｎｏＣｈｓｃｈｍｅｉＣｈｅｌｎ．

Ｅｓｂｒａｕｃｈｔｋｅｉｎ

　

Ｒｅｃｈｔｓｕｎｄ‐ｌｉｎｋｓｓｃｈａｕｅｎ， などの ｋｅｉｎ は， 名詞化された動詞概念そのものが

否定されているのであって， この二者は厳格に区別されなく
てはならない．

　

以上で考察した

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖ

　

及び

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖｓａｔｚ

　

の

　

ＮＡ は， そこに表わされた動詞概念が， ａｎ

ｕｎｄｆｔｉｒｓｉｃｈ に， 極めて具体的に表現されているのを
最も重要な特色とする． 換言すれば， この

型の ＮＡ は， ｋｏｎｋｒｅｔｅ ＢｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｄｅｒＴａｔｉｇｋｅｉｔ，
・ｄｅｓ Ｖｏｒｇａｎｇｓｏｄ．ｄｅｓＺｕｓｔａｎｄｅｓとして機

能するのである， この動詞概念がそのまま具象的に表現されるという特質は，
垣６ｎｉｔｉｖ

　

の他１の機

能的用法と比べると÷層明らかになる． たとえば，
ｄａｓ Ｖｅｒｈａｌｔｅｎ， ｄａｓ Ｅｓｓｅｎ， ｄａｓ

　

Ｖｅｒｔｒａｕｅｎ，

ｄａｓ Ｒａｕｃｈｅｎ，ｄａｓ Ｈｕｐｅｎ， ｄａｓ

　

Ｔｒｉｎｋｅｎ， ｄａｓ

　

Ｅｉｎｋａｕｆｅｎ，ｄａｓ

　

Ｒｅｃｈｎｅｎ な ど

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖ 型名詞

は， 具象的に動詞概念を表示する ＮＡ としての機能を一方では有しながら， 他方， それぞれの

動作， 行為などに対する単なる呼称として用いられる場合もある． 否， もともと， ほとんどの

ｌｎｎｎｉｔｉｖ 型名詞は， この用法をもって， 本来的機能
としていたのである． つまり， それぞれ邦語

を当てれば，「態度」，「食事」，「信頼」等の意義で用
いられていて， 上述の ＮＡ の機能とは， 同

列に置くことは不条理であろう． これらは， いわば，
ＢＩＯＳｓｅ Ｎｅｎｎｕｎｇｆｔｉｒ

　

Ｔａｉｇｋｅｉｔ， Ｖｏｒｇａｎｇ，

ｏｄ．Ｚｕｓｔａｎｄｅ

　

と考えなければならない． すなわち， 動作等の動詞概念に対して与えられた 「レ

ッテル」 なのであって， 動詞概念そのものを具象的に表示するのでは
ない， 本来の ＮＡ に

′おいて

は， 動詞概念が ａｎｕｎｄｆｔｉｒｓｉｃｈ に表現されるに対して， この種の用法の場合は， その動詞概念

が， 観照的， 客観的に把えられ， 動作等の様態が， 種類区分を目的として， 命名されてし るにす

ぎない． このような概念様式にある

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖ

　

の用法はまた， 決して少なくないのであつて， 通

常， 不定形型の抽象名詞と呼ばれているものは， 大部分がこの階梯の動詞派生名詞である． この

種の動詞派生中性名詞は， 本来の ＮＡ と厳格に区別すべきものであって， 大多数は， 語形上の相

異がないので， もっぱら， 概念様式上のこうした違い， つまり
Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇの程度の差によ

って識別しなければならない． 性の異るもの， 例えば，ｄａｓ
Ｇｅｆａｌｌｅｎ，ｄｅｒＧｅｆａｌｌｅｎ，ｄａｓ

．Ｓｃｈｒｅｋ－

ｋｅｎ，ｄｅｒｓｃｈｒｅｃｋｅｎ，
ｄａｓ

　

Ｂｒａｔｅｎ，ｄｅｒ

　

Ｂｒａｔｅｎ の如きは問題にならないが， 語形的・品詞的な相

異は，上述の
”Ｍｉｓｃｈｓｙｎｔａ１ぞの立場に立つ限りで，常に二義的な役割をしか演

じ得ないのである．

　

さらに， 相当の数の ｌｎ６ｎｉｔｉｖ 型名詞にあっては， 一層の概念様式上の相異を生じ， 本来の
ＮＡ

としての機能， つまり動詞概念の具象的表示でもなく， 第二の，
ｄａｓ

　

Ｌｅｂｅｎ， ｄａｓ

　

Ｓｔｅｒｂｅｎ，ｄａｓ

Ｖｅｒｌａｎｇｅｎ など動作等の動詞概念に対する呼称でもない， 第三の用法が生じてくる．

　

ｄａｓ Ａｎｓｅｈｅｎ，
ｄａＳ

　

Ｓｃｈｒｅｉｂｅｎ，ｄａｓ

　

Ｖｅｒｂｒｅｃｈｅｎ， ｄａｓ
ＶＶｉｓｓｅｎ，

ｄａｓ

　

ｖｅｒｓＰｒｅｃｈｅｎ，ｄａｓＨｅｒｌ（ｏｍ宜ｌｅｎ

等の名詞では， 本来のｌｎ
６ｎｉｔｉｖ ＮＡ との近親性は， 語形上， 意義上明らかであるが， その概念の

様式は， 前二者と根本的にちがって， それぞれ，
ｄａｓ Ａｎｇｅｓｅｈｅｎｅ，ｄａｓ

　

Ｇｅｓｃｈｒｉｅｂｅｐｅ， ｄｉｅ Ｖｅｒ‐

ｂｒｏｃｈｅｎｅ Ｔａｔ，ｄａｓ Ｇｅｗｕｓｓｔｅ （ｅｔｗａｓｚｕ ｗｉｓｓｅｎｄｅ）， ｄａｓ
ＶｅｒｓＰｒＯＣｈｅｎｅ，ｄａｓＨｅｒｇｅｋｏｍｍｅｎｅ の

意義で用いられ， すべて当該の行為が完了した結果として与え
られた Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄ

　

を表示してい

る． 換言すれば，
これら

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖ

　

型動詞派生名詞は Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｕｎｇ ｄｅｒ
‘ｖｏｌｌｚｏｇｅｎｅｎ

Ｔａｔｉｇｋｅｉｔなる概念形式を有していると言えるのである．

　

このように， 動詞派生のｌｎｎｉｔｉｖ型中性名詞においては， その概念様式の相異に着目するなら

ば， 次の三種のものに区分できる．

　

，ａ） ｋｏｎｋｆｅｔｅＢｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｄｅｒＴａｔｉｇｋｅｉｔ，ｄｅｓ ｖｏｒｇａｎｇｓ，ｏ
ｄ．
・ｄｅｓ Ｚｕｓｔａｎｄｅｓ

　　

．

－１３６－



金

　　　

子

　　　　

亨

　

ｂ） ｏｂｉｅｋｔｉｖｅ Ｎｅｎｎｕ１堪 ｄｅｒｓｅｌｂｅｎ

ｃ） Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ ｄｅｒｓｅｌｂｅｎ

２．２

　

１ｎｎｎｉｔｉｖ

　

とならんで，
ＮＡ が最も頻繁に， 且つ単純な形で構成され得るのは，動詞語幹派

生の名詞の場合である．

　

（ｄｅｒ） Ｂｒｕｃｈ＜ｂｒｅｃｈｅｎ，
Ｄｒａｎｇ＜ｄｒｉｎｇｅｎ，Ｆ１ｏｓｓ＜Ｈｉｅｓｓｅｎ，Ｆ１ｕｇくＨｉｅｇｅｎ，Ｇｉ刻１ｇ＜ｇｅｈｅｎ，Ｋ１ａｎｇ

＜ｋｌｉｎｇｅｎ， Ｐ行行くｐｆｅｉｆｅ｝１，
Ｓｃｈｌｕｓｓくｓｃｈｌｉｅｓｓｅｎ，

Ｓｐｒａｎｇ＜ｓｐｒｉｎｇｅｎ

ｓｔｏｓｓ＜ｓｔｉｅｓｓｅｎ，
Ｔｒｉｅｌ）くｔｒｅｉｂｅｎ，

Ｗｕｃｈｓくｗａｃｈｓｅｎ 等，

　

また， 不定形語幹を名詞化したものもこの類に含まれる．つまり， Ｒｕ
ｆ，Ｌａｕｆ，Ｆａｎｇ，Ｈａｌｔ，Ｓｐａｌｔ

等である． これら動詞語幹派生名詞は， そのほとんどが

　

Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ に用い られ

る， いわゆる Ｎｏｍｅｎｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ であり， 本来の ＮＡ

　

には， 今日では比較的まれにしか用いら

れないが， これら名詞に前綴が附加されると，ＮＡとしての機能は俄然活溌になる． このことは，
前綴がもともと副詞的規定語であったのであるから，当然のことである．たとえば，以下の語は，

本来の ＮＡ としての機能を有するものの一例にすぎない．

　

（ｄｅｒ） Ａｎｒｕｆ，Ａｕｆｓｔｉｍ
ｄ
，Ａｕｓｂｒｕｃｈ，

Ａｂｓｔｉｅｇ，Ａｎｔｅｉｌ，Ｆｒｅｕｎ
ｄｓｃｈａｆｔｓｂｒｕｃｈ，

Ｂｅｓｃｈｌｕｓｓ，Ｅｉｎａｕｓｓ，

ｖｅｒｌａｕｆ，

　

Ａｕｆｓｐｒｕｎｇ， ｖｅｒｇｌｅｉｃｈ，

　

ＺｕｓａｍαＩｅｎｓｃｈｌｕｓｓ

　

ｖｅｒｓｕＣｈ， ｖｏｒｂｅｉｍーａｒｓｃｈ，
Ｗｒｏｒｔｗｅｃｈｓｅｌ，

▽Ｖｉｄｅｒｒｕｆ，Ｕｎｔｅｒｇａｎｇ

　

ｕｓｗ．

　

これらは， 本来
Ｔ！ｉｔｉｇｋｅｉｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇとして用いられ， せいぜい動詞概念に対する呼称として

使用されるにすぎず， 対象化された

　

ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ

　

たることはない， この点から， 前綴つきの動詞

語幹派生名詞は，ｌｎ
ｆｌｎｉｔｉｖ型 ＮＡ と， ほとんど等しい

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ 段階にあるものとみな

される． この場合， ｏ
ｂｉｅｋｔｉｖｅ

　

Ｎｅｎｎｕｎｇ として用いられるのと同一の語が， それと異った用法に

おいて， 純然たる本来的 ＮＡ としての機能を有するにいたることが多く， つまり， 各語が用法に

したがって， 異った概念様式をとるのであって， この傾向は，

　

１） もとの動詞の目的語に相当するものが 前綴化した場合，（Ｆｒｅｕｎｄｓｃｈａｆｔｓｂｒｕｃｈ，Ｗｏｒｔｗｅｃｈｓｅｌ

ｏｚｅａｎＨｕｇ

　

など），

　

２） 意味上の目的語を表示する前置詞が前綴化した場合 （Ａｎｔｅｉｌ， Ａｕｓｂｒｕｃｈ， Ｅｉｎａｕｓｓ

　

など），

　

３） もとの動詞概念に対する強い副詞規定語が前 綴 化 し た 場 合 （Ａｕｆｒｕｆ， Ａｕｆｓｔａｎｄ，Ｖｏｒｂｅｉ－

ｍａｒｓｃｈ，など），

　

，

　

４）ｂｅ－，ｖｅｒ‐等の Ｐｅｒｆｅｋｔｉｖ 化する前綴のついた場合に極めて強力である．

　

一方で， これらの合成語に， 更に規定語がついた場合には， ほとんど例外なく， 本来的ＮＡ の

機能を取得す る． ○．Ｂｅｈａｇｈｅｌ－が， ＮＡ，の Ｋｒｉｔｅｒｉｅｎは， 当該名詞に附加される副詞規定語の

有無であると言う，のは， この点で正論である２）．

　

たとえば，
Ａｎｔｉ；ｉｌａｎ ｄｉｅ

　

Ｒｅｇｉｒｅｕｎｇ，
ｄｅｒ ｖｏｒｌａｕ６ｇｅ

　

Ａｂｓｃｈｌｕｓｓ，ｅｒｓｔｅｒ ｏｚｅａｎ日ｕｇ， ｄｅｒｋａｌｔｅ

汎ｒｏｒｔｗｅｃｈｓｅｌ

　

など．

　

他方， 単純に動詞語幹より生じた非合成名詞においては， たとえば， Ｂｒｕｃｈ，： ｄａｓ

　

Ｂｒｅｃｈｅｎ，

Ｇａｎｇ： ｄａｓ Ｇｅｈ、ｅｎ，Ｓｐｒａｎｇ； ｄａｓ ｓｐｒｉｎｇｅｐ などの如く，ｌｎ６ｎｉｔｉｖ型 ＮＡ がすでに形成され，
使用されているために， これらとの競争上， 本来の ＮＡ としての機能を取得することは－なく， も

っぱら， Ｎｅｎｎｕｎｇ としての用法で満足しているのである
３）．

　

次に， 前綴

　

Ｇｅ‐ のつくもの， たとえば， Ｇｅｂｏｔ， Ｇｅｆｅｃｈｔ， Ｇｅｓｃｈｏｓｓ， Ｇｅｍｉｓｃｈ， Ｇｅｓｃｈｅｎｋ，

Ｇｅｓｃｈｅｉ， ＧｅｓａＥＩｇ， Ｇｅｓｐｒａｃｈ， Ｇｅｓｃｈｗａｔｚ

　

等にあっては， 大いに事情を異にする． 動詞語幹派生
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Ｎｏｍｅｎ Ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

試

　　

論

名詞に前綴がついた， 他の多くの名詞と異って， この類のものはｇｅ‐ 前綴の Ｋｏｌｌｅｋｔｉｖ に似て，
もっぱら

　

Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

に用いられ， 本来の ＮＡ

　

になることはない． いずれも， 動

作等の加えられた結果の対象物を示し， 純粋の

　

Ｎｏｍｅｎ

　

ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ

　

である． この点で唯一の例

外をなすのは， 音声を表現する若干のもの，
Ｇｅｋｌｉｎｇｅｌ， Ｇｅｋｒａｔｚ， Ｇｅｍｕ「ｒｅ， Ｇｅｐｆｅｉｆｅ（場合によ

り Ｇｅｓｃｈｒｅｉ も） あり， これらは， Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

が未だ十分に進まない諸階梯にあり得て，
Ｎｅｎｎｕｎｇ 叉は， 規定語を伴うならば， 動詞概念表示の

ＮＡ になり得る．

　

２．３

　

Ｓｕ伍 ｕｎｇ は ＮＡ を形成する語尾として，古くから最も広く用いられて来たものである．
もともと， これらの名詞は， Ｎｏｍｉｎｉｂｕｓ

　

より形成するものであったが， 次第に動詞語幹からの派

生に広く用いられるようになったのである． だが， この型の
ＮＡ は， 二つの側から制約を受けて

いる， 第一は，
ｌｎｎｎｉｔｉｖあるいは， 動詞語幹派生名詞などの， より単純な型の ＮＡ がすでにでき

ている場合， 及び， 特に

　

垣６ｎｉｔｉｖ‐ＮＡ が， 文脈上きわめて強力に ＮＡ としての力を主張し得べ

き場合においては，‐ｕｎｇ

　

型名詞は敗北をみる． 第二に， 一般に， この型の ＮＡ は自動詞からの

形成はまれで， ほとんどが他動詞からの派生である点である
４）． もっとも，Ｌ自動詞からの派生も，

ない訳ではなく，
Ｄｒｏｈｕｎｇ， Ｈａｎｄｌｕｎｇ， Ｌａｎｄｕｎｇ， Ｒｅｃｈｎｕｎｇ

　

Ｓｔｅｉｇｕｎｇ，
．
・Ｗａｌｌｕｎｇ， Ｗｅｒｂｕｎｇ，

Ｗｉｒｋｕｎｇ，Ｚ６ｇｅｒｕｎｇ 等の ｔｕｎ の意味型態に属す自動詞， 及び， これらに， Ａｋｔｉｏｎｓａｒｔを転化さ

せない種類の

　

Ｐｒ証× がついたものなどは， その例である． 後者に属す合成名詞 ＮＡ はきわめて

多数で，一例をあげるならば，
Ａｂｄａｎｋｕｎｇ，Ａｎｓｐｉｅｌｕｎｇ，Ｂｎｔｓｔｅｈｕｎｇ，Ｅｒｍａｎｇｅｌｕｎｇ，Ｅｎｔｓａｇｕｎｇ，

Ｅｎｔｗｅｉｃｈｕｎｇ，Ｅｉｎｗｉｌｌｉｇｕｎｇ，などである． これはつまり， Ｐｒａ負× が， その自動詞に何らかの Ｅｒ‐

ｇａｎｚｕｎｇ が附加されることを期待させるからに他ならない，

　

Ｓｕ伍ｘ‐ｕｎｇ－の

　

ＮＡ

　

の大部分が， 他動詞より派生し， 従って， 他動詞的意義をもっている事情

は， これらのほとんどが， それぞれに対応する別種の自動詞的意義の
ＮＡ を有していることから

も， 逆に確認できよう． 二， 三 の例を挙げると： Ａｂｓｃｈｉｅｓｓｕｎ Ａｂｓｃｈｕｓｓ， Ａｂｔｒｅｔｕｎｇ－Ａｂｔｒｉｔｔ，

Ｅｉｎｌｅｇｕｎｇ－Ｅｉｎｌａｇ， Ｅｉｎｒｅｉｓｓｕｎｇ－Ｅｉｎｒｉｓｓ， Ｅｎｔｗｅｒｆｕｎｇ，－ＥｎｔＷｕｒｆ，
Ｕ宜１ｓｃｈｉＣｈｔｕｎｇ－Ｕｍｓｃｈｉｃｈｔ，

Ｕｍｋｅｈｒｕｎｇ－Ｕｍｋｅｈｒ， Ｖｅｒｓｃｈ
ｌｅｉｆｕｎｇ‐Ｖｅｒｓｃｈｌｅｉｆ， Ｖｅｒｓｔｏｓｓｕｎｇ‐Ｖｅｒｓｔｏｓｓ， 等 であ る． ま た， こ の

両者の関係については，
ＳｕＨｉｘｒｕｎｇ

　

の

　

ＮＡ が， 大部分， Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

の最初の階梯， つま

り， ｋｏｎｋｒｅｔｅ
、Ｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ ｄｅｒ

　

Ｔａｔｉｇｋｅｉｔ

　

か， せいぜい， Ｎｅｎｎｕｎｇ

　

の機能にとどまるに対し

て， それに対応する自動詞的意義の名詞群は， 多くが

　

Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ として用いられ

ている点に， きわだった特色をもつ．

　

他動詞からこの型の ＮＡ が多く形成されることに関連して， 再帰代名詞が， Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

の過程で， ＮＡ

　

中に吸収される． すなわち， ｓｉｃｈｅｎｔｗ
ｉｃｋｅｌｎ一Ｅｎｔｗｉｃｋｌｕｎｇ，ｓ

ｉｃｈ ｖｅｒａｎｄｅｒｎ→

Ｖｅｒｌｉｎｄｅｒｕｎｇ， ｓｉｃｈｅｒｓｃｈｒｅｃｋｅｎ一Ｅｒｓｃｈｒ己ｃｋｕｎｇ， ｓｉｃｈ ｖｅｒｗｕｎｄｅｒｎ→÷ｖｅｒｗｕｎｄｅｒｕｎｇ， ｓｉｃｈ

　

ｂｅ－

ｍｔｉｈｅｎ÷一Ｂｅｌｍｔｉｈｕｎｇ， ｓｉｃｈ

　

ｈｉｎｇｅｂｅｎ‐‐うＨｉｎｇｅｂｕｎｇ，ｓｉｃｈ ｓｔｅｌｌｅｎ÷→Ｓｔｅｌｕｎｇ， ｓ
にｈ

　　

ｖｅｒＷｅｒｆｅｎ‐‐う

Ｖｅｒｗｅｒｆｕｎｇ

　

等がその一例となろう． この再帰代名詞の吸収は，
Ｓｕ缶ｘ‐ｕｎｇ型の ＮＡ

　

の

　

Ｓｕｂ－

ｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ において」 もとの動詞概念の Ａｋｔｉｏｎｓａｒｔ に変化が生じることを意味する． その第

一の変化は，ｉｎｃｈｏａｔｉｖｅ， ｋａｕｓａｔ
ｉｖｅ， な Ａｋｔｉｏｎｓａｒｔ

　

が， Ｐｅｒｆｅｋｔｉｓｃｈｅ （ｐｅｒ
ｆｅｋｌ：ｉｖｅ） なそれに転

化することであり， 第二は， もとの動詞が

　

ｄｕｒａｔｉｖｅ （ｏｄ．ｉｍｐｅｒｆｅｋｔｉｖｅ） Ａｋｔｉｏｎｓａｒｔ

　

を有して

いる場合には， これが

　

Ｐｅｒｆｅｋｔｉｓｃｈｅ

　

な持続状態を示す動作様態に転化する． 換 言すれ ば， も

とＶｏｒｇａｎｇｓ‐ｏｄ．Ｔａｔｉｇｋｅｉｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

であったものが， Ｐｅｒ
ｆｅｋｔｉｓｃｈ

　

な

　

Ｚｕｓｔａｍｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

に転化するのである． また， 再帰代名詞の吸収が考えられない場合には， ｇｅｎｉｔｉｖｅｓ，ｏｂｊｅｋｔを附
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金

　　　

子

　　　　

亭

加するのが通例であるが， このときも， Ａ
ｋｔｉｏｎｓａｒｔ

　

の変化が生じる． ただ， この場合には， 単純

に，Ｚｕｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎロｎｇへの転化なのであって， 再帰代名詞を吸収した際に生じる， 見かけ上の

Ｈａｎｄｌｕｎｇｓａｒｔの変化は問題にならない．

　

前綴がつかないか， あるいは， ごく単純な前綴しかつかぬ
Ｓｕ伍×‐ｕｎｇ型動詞派生名詞にあって

は，
Ｇｅｇｅｎｓｔａｍｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ として Ｎｏｍｅｎｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ にすぎぬものが大多数である，これら

は， いわゆる動詞派生抽象名詞であるが， すでに対象化された動作対象そのものを示すこ とも少

なくない． た と え ば，
Ｌｉｅｆｅｒｕｎｇ， Ｌ６ｓｕｎｇ， Ｍｉｓｃｈｕｎｇ，

Ｗｏｈｎｕｎｇ， Ｂｅｓｉｔｚｕｎｇ，Ｓａｍｍｌｕｎｇ，

　

Ｓｃｈ６ｐｆｕｎｇ，Ｓｅｎ
ｄｕｎｇ，

Ｓｉｅｄｌｕｎｇ，
Ｎ１ｅｌｄｕｎｇ，Ｅｎｔｆｅｒｎｕｎｇ，Ｄｉｃｈｔｕｎｇ，Ｅｒｓｃｈｅｉｎｕｎｇ，

Ｕｂｅｒｓｅｔｚｕｎｇ，

などである． また， Ｌｅｉｔｕｎｇ，Ｒｅｇｉｅｒｕｎｇ

　

の如き Ｋｏｌｌｅｋｔｉｖ も生じる．

　

もとより， 規定語がつく場合に， ほとんどが，
ｋｏｎｋｒｅｔ な概念様式を取得して， 本来的ＮＡに

転化されることは当然である． ここでもまた， 動詞概念を明らかに想起させる規定語の有無が，

本来的 ＮＡ に関する最も安全で，ｅｉｎｗａｎ
ｄｆｒｅｉな規準となるのである． すなわち：

　

Ａｕｓ Ｖｅｒｄａｃｈｔ，ｎｉｃｈｔａｕｓ Ｖｅｒａｒｈｔｕｎｇ ｅ“８γｉｓｔ
’ｓｇｅｓｃｈｅｈｅｎ．（Ｓｃｈｉｌｌｅｒ）

　

ｉｎ Ｅｒｍａｎｇｅｌｕｎｇ ”ｇＢ７ｚｄＢＺ“８γ Ｍｉ加郷 ｕｎａｂ１員ｓｓｉｇ ｚｗｉｓｃｈｅｎ Ｆｉｎｇｅｒｎｄｒｅｈｔｅ，（Ｋｅｌｌｅｒ）

　

ＭｉｔｅｉｎｅｒＨｉα“〆－彰ｗａｇ”７ｚｇ ｍａｃｈｔｅｅｒｄｅｎ Ｋａｍｅｒａｄｅｎ…ａｕｆｍｅｒｋｓａｍ，（Ｊｏｈｏ）

　

２．４

　

ｔ‐Ｅｎｄｕｎｇ

　

の動詞派生名詞は， 強変化動詞， あるいは， かつて強変化であった動詞から形

成された動詞語幹名詞であるが， 現在では， もとの動詞がわからぬものも
，
少なくない． これらの

うち， 最も頻繁に ＮＡ として用いられているものを挙げると， 山コｋｕｎｆｔ（ａｎｋｏｍｍｅｎ）， Ａｎｄａｃｈｔ

（ａｎｄｅｎｋｅｎ）Ｂｒｕｓｔ（ｂｒｕｎｎｅｎ）， Ｆ１ｕｃｈｔ （負ｉｅｈｅｎ）， Ｇｅｂｕｒｔ （ｇｅｂａｒｅｎ）， Ｊａｇｄ （ｊａｇｅｎ）， Ｌａｓｔ

（ｌａｄｅｎ），Ｓｕｃｈｔ（ｓｕｃｈｅｎ），Ｓｉｃｈｔ（ｓｅｈｅｎ），＆ｈｕｌｄ（ｓｏｌｌｅｎ）， Ｐｎｉｃｈｔ（ｐａｅｇｅｎ）， Ｖｅｒｄａｃｈｔ（ｖｅｒ‐

ｄｅｎｋｅｎ），Ｗｒｕｃｈｔ（ｗｉｅｇｅｎ），Ｚｕｃｈｔ（ｚｉｅｈｅｎ） 等． これらは，Ｓｃｈｕｌｄ，Ｐａｉｃｈｔ，Ｂｒｕｓｔをのぞき， 多

く動作等に対する呼称として 用いられている． つまり， Ｎｅｎｎｕｎｇ

　

としての機能が圧倒的である

が， Ａｎｄａｃｈｔ， Ｖｅｒｄａｃｈｔ

　

の如く， 前綴がつく場合， あるいは， 何らかの補足語が附加される場合

においては， 具象的な

　

Ｔａｔｉｇｋｅｉｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ の ＮＡ の機能を得ること， 他の動詞派生名詞と

同様である．

　

ＡＩＩｇｅｎｅｉｍｅｓｅ肋鮎粥肋 ｎａｃｈｄｅｒｓｏｚｉａｌｅｎ

　

Ｇｅｒｅｃｈｔｉｇｋｅｉｔ…（ＢＧＢ）

　

ＳＰｒａＣｈ ｅｒｄａｓ Ｒｅｃｈｔｕｎｄｏｈｎｅ Ｆ錫γぬ考ｄｅｒ Ｍｅｎｓｃｈｅｎ（Ｓｃｈｉｌｌｅｒ）

　

ｌｈｒｅ ｚ”解伽“ｚｇ”た“”ヂＺｗａｒｇｅｈｅｉｍ

　　　　　　　　　　

（Ｓｅｇｈｅｒｓ）

・ その他の用法においては， Ｖｅｒｂａｌａｂｓｔｒａｋｔａ （Ａｂｓｔｒａｋｔｕｍ） となるものが大部分であること言

うまでもない．

　

２．５

　

ａ 語幹，ｎ 語幹動詞派生女性名詞については，前者がかつて，ＮＡとして， 後者がＮｏｍｅｎ

ａｇｅｎｔｉｓ として用いられ， その後， 次第に

　

Ｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｆｔｉｒｌｅｂｌｏｓｅ

　

Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｅ に用いられる

いたった５） のであるから， その多くのものが， 今日なお ＮＡ としての機能を有しているのは当

然である． ただ， 現今では， このうち何らの前綴， 及びその他の規定語のつかない非合成名詞

は， 特に， 後述の如く， ｇｅｎｉｔｉｖｅｓ

　

Ｓｕｂｉｅｋｔ

　

ｏｄ． ｏｂｊｅｋｔ

　

等をもたぬ場合を除外すれば， ．単なる

ｏｂｊｅｋｔｉｖｅ Ｎｅｎｎｕｎｇ

　

の抽象名詞であるにすぎない． たとえば，

　

Ｂｉｔｔｅ’Ｅｉｌｅ，Ｆ１ｉｅｇｅ，Ｆｏｌｇｅ，Ｆｒａｇｅ， Ｇａｂｅ，Ｋ１ａｇｅ， Ｌａｇｅ，１
ｉｅｂｅ，‐ｎａｈｍｅ，Ｐｆ

ｌｅｇｅ， Ｒａｃｈｅ， Ｓａｇｅ，

Ｓｐｒａｃｈｅ，Ｓｔｒａｆｅ，Ｓｃｈｗｉｎｇｅ，帆Ｊｉｎｄｅ，Ｚｗｉｎｇｅ

　

などである．
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Ｎｏｍｅｎ Ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

試

　　

論

　

これらもまた， 前綴， 殊に

　

Ｓｕｂｉｅｋｔ‐Ｐｒａｄｉｋａｔ‐Ｇｅｓｔａｌｔｕｎｇ・を暗示， あるいは明示する補足語が

つくと， Ｔａｔｉｇｅｉｔｓｂｅｚｅｉｃｈｕｎｇ

　

としての， 本来的

　

ＮＡ

　

の機能を活溌にする． 一例を挙げると，
Ａｎｌｅｉｈｅ， Ａｕｓａｉｅｇｅ，

Ａｎｆｒａｇｅ， Ｈｉｎｇａｂｅ，Ｍｉｔｈｉｌｆｅ，Ｅｉｎ， Ａｕｓ，などと ｎａｈ］ｍｅ， Ａｕｆｅｉｎａｎｄｅｒｆｏｌｇｅ，

Ｚｕｓａｇｅ，Ａｕｓｓｐｒａｃｈｅ， Ｎｉｅｄｅｒｌａｇｅ などにあっては， それぞれの語のｌｎ６ｎｉｔｉｖ型 ＮＡ とほとんど

同様の力を有すほどの機能をもつ．

　

Ｕｎｔｅｒ ＢｅｚｕｇｓｎａｈｍｅａｕｆｉｈｒｅＡｎｆｒａｇｅｔｅｉｌｅｎ ｗｉｒｌｈｎｅｎ ｍｉｔ，… （Ｂｒｉｅｆｅ）

　

ａｕｆｄｅｒ

　

Ｓｕｃｈｅｎａｃｈ ｅｉｎｅｒ

　

Ａｒｂｅｉｔ，
ｉｈｒｅ

　

Ａｎｋｌａｇｅ ｗｅｇｅｎ

　

Ｄｉｅｂｓｔａｈｌｓ，
ｄｉｅ

　

Ｎａｃｈｆｒａｇｅｎａｃｈ

ｂｉｌｌｉｇｅｒｅｎ 駅ｒａｒｅｎ などがその例となろう．

　

また， この女性名詞の造語法に従って形成された外来語も，その機能は，この型の名詞に準ずる

ことになる． これらの場合には， 前綴がつくのがむしろ例外的で， たとえば，Ａｕｆｒｅｖｏｌｔ Ｅｉｎｂｌｏ‐

ｋａｄｅ などは， 少数でもあり， 且つ， Ｇｕｔｅｓ

　

Ｄｅｕｔｓｃｈ

　

という観点からも好ましくない． それ故，
この類のものは， もっぱら

　

Ｔａｔｉｇｋｅｉｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ の抽象名詞 （Ｎｅｎｎｕｎｇ） とみなして， さしつ

かえないであろう．

　

２，６

　

Ｓｕ伍ｘ‐ｎｉｓを有する中性・女性名詞について． これらは，Ａｈｄ．まで， 中性・女性の語尾に

ちがいがみられたが， 現在では， その区別はすでに消滅してしまっている． また， 派生に関して

も系譜はさまざまであって，

　

ａ）動詞派生のものは， Ｂｅｄｒａｎｇｎｉｓ，Ｂｅｄｔｉｒｆｎｉｓ，Ｂｅｓｏｒｇｎｉｓ，Ｅｒｒｅｉｇｎｉｓ，
Ｅｒｆｏｒｄｅｒｎｉｓ，Ｅｒｌａｕｂｎｉｓ，

Ｅｒｓｐａｒｎｉｓ，Ｆ６ｒｄｅｒｎｉｓ，Ｇｅ１６ｂｎｉｓ， Ｈｉｎｄｅｒｎｉｓ， Ｓａｕｍｎｉｓ， Ｖｅｒｓ談ｕｍｎｉｓ， Ｖｅｒｈａｎｇｎｉｓ， ｖｅｒｚｅｉｃｈｎｉｓ，

Ｖｏｒｋｏｍｍｎｉｓ，
汎ｒａｇｎｉｓ などで， 特にこれらの前綴を有する語は， 本来的 ＮＡ としての機能は活

溌で， その程度は， Ｓｕ伍×‐ｕｎｇに劣らない． 補足語をもたぬ場合においては， ことに前綴のつか

ぬ裸のものは，
Ｎｅｎｎｕｎｇとして用いられるのをもって原則とすると言えよう． しかし， Ｂｅ

ｄｔｉｒｆｎｉｓ

ｎａｃｈ

　

Ａｒｂｅｉｔ， ｉｈｒｅ

　

Ｂｅｓｏｒｇｎｉｓ

　

ｕｍ

　

ｌ

　

ｒーｅｉｎｅ

　

Ｇｅｓｕｎｄｈｅｉｔ， ｎａｃｈ Ｅｒｆｏｒｄｅｎｉｓ

　

ｄｅｒ Ｕ宜ーｓｔａｎｄｅ， ｏｈｎｅ

（ｍｉｔ，など）Ｈｉｎｄｅｒｎｉｓ，ｏｈｎｅ

　

ｖｅｒｓａｕｍｎｉｓ， などは， 十分にＮＡ と考えられる．

　

ｂ） 形容詞派生の語，
Ｆａｕｌｎｉｓ， Ｆｉｎｓｔｅｒｎｉｓ， Ｇｅｈｅｉｍｎｉｓ

　

Ｇ１ｅｉｃｈｎｉｓ， などは， もっぱら，
Ｅｉｇｅｎ‐

ｓｃｈａｆｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ としてのｎｏｍｅｎｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅと考えてよく，本来的 ＮＡ とは概念様式を異にす

る． なぜなら， 本来の

　

ＮＡ

　

形成においては， 当該動詞概念の Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ がそのメルク

マールをなすのであるが， 形容詞派生の諸名詞類の場合には，

　

属性 概 念 の Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

の系列か， あるいは， 属性表示 （Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ） を経て， Ｚｕｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

に

転化したものの Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ かのいずれかの道を通って， きわめて高い階梯の

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖ‐

ｉｅｒｕｎｇ

　

にある名詞が与えられからであり， そこで表示される概念様式は， 後述，‐ｔｕｍ，‐ｓｃｈａｆｔ，
ｈｅｉｔ，－ｋｅｉｔ

　

語尾の名詞のそれと同様で， 大部分の用 法では，

　

Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｓ‐ｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ である

故である．

　

ただし，

　

この場合も， ｇｅｎｉｔｉｖｅｓＳｕｂｊｅｋｔ の附加で， たとえば， Ｇｅｈｅｉｍｎｉｓがｄａｓ

Ｇｅｈｅｉｍ‐ｓｅ１ｎ

　

の意義で用いられるかなり多くのケースでは，
．本来的 ＮＡ の臨界現象と考えなけれ

ばならない６）． 一方で， Ｆａｕｌｎｉｓ

　

と Ｆａｕｌｈｅｉｔ， Ｆｉｎｓｔｅｍｉｓ と

　

Ｆｉｎｓｔｅｒｈｅｉｔ，Ｇ１ｅｉｃｈｎｉｓ と Ｇ１ｅｉｃｈ－

ｈｅｉｔ では， それぞれ個有の意味をもち， いずれも， Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

の Ａｂｓｔｒａｋｔｕｍ で

ある．

　

Ｃ）ｐａｒｔｔｃｌｐｌｕｍ

　

ａｄｉｅｋｔｉｖｕｍ， 叉は

　

ｌｎ６ｎｉｔｉｖ

　

より派生した Ｓｕ街×‐ｎｉｓ 型名詞は，もっぱら

　

Ｚｕ‐

ｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇである． けだし，ｐａは， 完了叉は受動の状態を表示する，動詞派生形容詞で，
その機能も，

Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇとしてより， むしろ Ｚｕｓｔａｎｄｅ を表示することを主たる機
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金

　　　

子

　　　　

亨

能としているのであるからである． この類のものは，

　

Ｚｕｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ としての， 本来的

ＮＡとなるか，ｏｂｉｅｋｔｉｖｅＮｅｕｎｕｎｇとなるかのいずれかで， Ｓｕｂｓｔａｎｔ
ｉｖｉｅｒｕｎｇの階梯からすれば，

Ｓｕ伍×‐ｕｎｇ

　

－と比べて劣らない． これに類するものを若干数挙げれば；

　

Ｇｅｄｉｉｃｈｔｎｉｓ，Ｂｅｋｅｎｎｔｎｉｓ，Ｖｅｒｍａｃｈｔｎｉｓ，Ｇｅｆａｎｇｎ
ｉｓ，Ｅｍーｐ

ｆａｎｇｎｉｓ，Ｖｅｒｈ乳ｌｔｎｉｓ，Ｂｅｇｅｂｎ
ｉｓ，Ｅｒｇｅｂ－

ｎｉｓ，Ｂｅｇ曇ｎｇｎｉｓ，Ｇｅｓｔａｎｄｎｉｓ， Ｖｅｒｓｔａｎｄｎｉｓ

　

などである．

　

ｄ） 名詞から派生したと思われるものでは， Ｂｉｌｄｎｉｓ，
Ｂｔｉｎｄｎｉｓ，Ａｅｒｇｅｍｉｓ，Ｓｃｈｒｅｃｋｎｉｓ，Ｅｒｔｒａｇｎｉｓ

などがあるが， その形成の事情は必ずしも一様ではない．また，概念形式上も， たとえば，
Ｂｉｌｄｎｉｓ

においては， Ａ
ｂｂｉｌｄｕｎｇ

　

のような Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇとして用いられながら， 一方では，

もともと動詞概念を取得することはない筈であるにもかかわらず，ｂｉｌｄｅｎに対するｓｕｂｓｔａｕｌｔｉｖｉｅｒ‐

ｔｅｓ

　

Ｎｏｍｅｎ

　

の如く意識され， 逆に Ａｂｂｉｌｄｕｎｇ

　

よりも強い動詞概念を表現し得る． また， Ｂｔｉｎｄ－

ｎｉｓ では， ＢｔｉｎｄｎｉｓくＢｕｎｄ〈ｂｉｎｄｅｎの転化過程を想起させ， 動詞派生名詞と同様の， 本来的 ＮＡ

としての機能をさえ取得する． もちろん， Ｐｒａｎｘ との結合の場合は， この機能は促進される． そ

の他の名詞， Ａｅｒｇｅｒｎｉｓ，Ｓｃｈｒｅｃｋｎｉｓ についても事情は同様である．

　

Ｓｕ伍×－ｎｉｓ型の名詞においては， したがって，ａ） 動詞語幹派生，
ｂ）ｐａｒｔｉｃｉｐｉｕｍ ａｄｉｅｋｔｉｖｕｍ 叉

はｌｎｉｎｉｔｉｖ

　

派生名詞において， 本来的 ＮＡ になり得るものを相当数含み， 殊に前置詞により規

定されるか， 補足語等が附く場合には， そのほとんどが－－Ｓｕ街ｘ‐ｕｎｇ型 ＮＡ との対抗上，ＮＡ

としての機能取得に敗北した

　

Ｇｅｇｅｕｓｔａぱｌｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

のものを除いて－－・本来的 ＮＡ として

の機能は促進される． 一方， ｃ） 形容詞派生の類では， Ｈ．ｊｅｓｐｅｒｓｅｎ の表現による６），ｐｒｅｄｉｃａｔｉｖｅ

ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ であり， Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ となる場合は， ＮＡ が本来的に動詞概念（種々の

様態にある

　

ｐｅｒｆｅｋｔｉｖ叉はｉｍｐｅｒｆｅｋｔｉｖ の動詞概念を含む） を表示するという規準を立てるなら

ば，
ＮＡ 文法範噂とは別個のものであり， 他方，

’Ｚｕｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ となる場合には，ＮＡ の

臨界現象として把えられる． 最後に，
ｄ） 名詞派生では， 基本的に

　

Ｇｅｇｅｎｓｔａｍｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

の

Ｎｏｍｅｎｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ

　

であるが， これも， 当該の名詞からの派生動詞を想起させるごく限られた用

法に関しては，ＮＡ

　

としての機能を取得する， 性の別の動揺は， 現今に至るも， 続いているが，
Ｅｒｋｅｎｎｔｎｉｓ の如く， 性によって， それぞれ個有の意義を取得しているものもある．

　

２．７

　

Ｓｕ缶×‐ｅｉ の名詞について． Ｓｕ缶×‐ｅｉは外来語の語尾である． この類の名詞は，もともと，

種々の Ｎｏｍｅｎ

　

ａｇｅｎｔｉｓ

　

より形成されたものであって，

　

ａ） ＭａｌｅｒｅｉＳｃｈｒｅｉｂｅｒｅｉ， ぜｉｓｃｈｅｒｅｉ，ＰＨｉｎｄｅｒｅｉ，帆ｒｏｒｔｋｌａｕｂｅｒｅｉ， Ｋｒｉｅｃｈｅｒｅｉ， Ｌａｕｆｅｒｅｉ， Ｂｅｔｒｔｉｇｅ－

ｒｅｉ，
Ｔａｎｚｅｒｅｉ， Ｌｔｉｇｅｒｅｉ，Ｌｉｅｂｈａｂｅｒｅｉ， などは本来の Ｎｏｍｅｎａｇｅｎｔｉｓより転じて， Ｂｅｒｕｆｓｂｅｚｅｉｃｈ‐

ｎｕｎｇ に用いられている． それ故， これらは，もともとからすれば，
ＮＡ とは異った文法範噂に属

すべきものであるが， 職業種表示の機能より再転して， 習慣的， 反復的行為， 性癖などを表現す

るのに用いられると， この点で本来的 ＮＡ の領域と接触して来る． ただ， この場合でも， 行為表

象として， Ｔａｔｉｇｋｅｉｔｓｂｅｚｅｉｃｈｕｎｇ

　

であり， 補足語， とりわけ

　

ｇｅｎｉｔｉｖｅｓ

　

Ｓｕｂｉｅｋｔｏｂ． ｏｂｉｅｋｔ

　

の

附加以外では， 本来の
ＮＡ としては用いられない． これは， その他の型の ＮＡ との競争場裡で

決められることである． もっとも， この数の名詞が， 反復的行為， 性癖を表わすことから， 行為

に対する蔑称としての用法を得， この意味で用いられる場合には， 他の型の
ＮＡ と同じ強さで自

己を表現することになろう７）．

　

ｂ） Ｂａｃｋｅｒｅｉ，Ｂｕｃｈｂｉｎｄｅｒｅｉ，Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒｅｉ，Ｆａｒｂｅｒｅｉ，Ｓｐｉｎｎｅｒｅｉ，
Ｗｅｂｅｒｅｉ

　

などの職業表示にもっ

ぱら用いられ，〆ａ） で言う再転化を行なわないものも多く， 一方で，
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Ｎｏｍｅｎ Ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

試

　　

論

　

ｃ） Ｂａｃｋｅｒｅｉ，Ｍａｌｅｒｅｉ，Ｓｃｈｒｅｉｂｅｒｅｉにあっては， 行為の結果与えられたものを表現し得る．

　

‐ｅｌ 語尾の名詞， 及び，‐ｅｌｎ で終る動詞より派生した‐ｅ
ｌｅｉ 語尾の名詞は， Ｂｅｔｔｅｒｅｉ型名詞の類

形成の所産であるが， ＮＡ としての機能は， 動詞派生名詞である故， かなり強い， この場合も，

規定語の附加は， この傾向を促進する． 二・三の例を挙げると，
Ｂｅｔｔｅｌｅｉ，Ａｎｄａｃｈｔｅｒｅｉ，Ｄｕｓｅｌｅｉ，

Ｇａｎｋｅｌｅｉ，Ｈａｃｋｅｌｅｉ，Ｌｉｅｂｅ！ｅｉ，Ｓｃｈｍｅｉｃｈｅｌｅｉ，Ｓｐ６ｔｔｅｌｅｉ，Ｔｒ６
ｄｅｌｅｉ等である．

　

８．２

　

‐ｔｉｏｎ，‐ｉｅｒｕｎｇ

　

語尾は， 外来語 ＮＡ 形成の一般的語尾である． これらは，もともとラテン

系語の ＮＡ

　

なのであるから，，ドイツ語もこれを
ＮＡ として輸入した訳であり， その意味では，

ドイツ語においても，
ｒこれらは ＮＡ であるごと当然である． だが， 注意すべきことは， ドイツ語

の Ｌｅｈｎｗ６ｒヒｅｒ としては， 同一のラテン語語幹に，‐ｔｉｏｎ と‐ｉｅｒｕｎｇ

　

の二様の名詞化語尾が附加

され， しかも， その際に， それぞれに概念様式上の相異
が現われる点である． つまり， 本来のラ

テン語語尾‐ｔｉｏｎ

　

を附したものは， 平常の用語では， 行為表象として，ｏｂｊｅｋｔｉｖｅ

　

Ｎｅｎｎｕｎｇ の，

いわゆる抽象名詞であり， 他方で，‐
ｉｅｒｕｎｇ 附加の場合には， 本来的 ＮＡ

　

の機能を取り， Ｔａｔｉｇ‐

ｋｅｉｔｓ，
Ｖｏｒｇａｎｇｓ－，ｏｄ．Ｚｕｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇとなる． 二・三の例を挙げると：（前者は行為表象，

後者は ＮＡ）

　

Ａ仔ｉｒ・ｎａｔｉｏｎ÷ラＡ任ｉｒ１α１ｉｅｒｕｎｇ， Ｄｅ
ｋｌｉｎａｔｉｏｎ÷一Ｄｅｋｌｉｎｉｅｒｕｎｇ， Ｅ１ｅｋｔｒｉｓａｔｉｏｎ÷一Ｅ１ｅｋｔｒｉｓｉｅｒｕｎｇ，

Ｎｅｇ‐

ａｔｉｏｎ÷うＮｅｇｉｅｆｕｎｇ，

　

Ｒｅａｌｉｓａｔｉｏｎ÷うＲｅａｌｉｓｉｅｒｕｎｇ， ＡｋｋｕＩｒーｕｌａｔｉｏｎ÷うＡｋｋｕｎ１ｕｌｉｅｒｕｎｇ，Ｅ×ｐａｎｓ
ｉｏｎ‐ｒう

Ｅｘｐａｎｄｉｅｒｕｎｇ，Ｍｏｂｉｌｉｓａｔｉｏｎ一Ｍｏｂｉ
ｌｉｅｒｕｎｇ（Ｍｏｂｉｌｍａｃｈｕｎｇは合成語としてはなはだ興味深い），

Ｋｏｒｒｅｋｔｉｏｎ÷うＫｏｒｒｉｇｉｅｒｕｎｇ，Ｓｏｚｉａ１
ｉｚａｔｉｏｎ÷うＳｏｚｉａｌｉｓｉｅｒｕｎｇ，

　

その他，Ｓｔｕ
ｄｉｅ一Ｓｔｕｄｉｅ‐ｒｕｎｇ，などを・含めて， 外来語語幹に，‐ｉｅｒｅｎ

　

動詞語尾を附したものか

ら， ＮＡ に再転した型の名詞がこの型に分類できる．

　

２，９ ‐ｔｕｌルーｓｃｈａｆｔ，‐ｈｅ
ｉｔ，‐ｋｅｉｔ

　

等 の

　

Ｓｕ缶ｘｅ の場合においては，そのほとんどが， Ｇｅｇｅｎｓｔａｍｄｓ‐

ｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

か

　

Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

である． それぞれについて， 特徴的な語を拾うと，

　

ａ）‐ｔｕｍ に関しては，ｌｒｒｔｕｍ，Ｗａｃｈｓｔｕｍ が動詞派生名詞と考えられ， Ｔａｔｉｇｋｅｉｔｓ，Ｚｕｓｔａｎｄｓ‐

ｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

か
，
あ るい は

　

Ｎｅｎｎｕｎｇ， に用いられる少数の例外である． ただし， ｌｒｒｔｕｍ

　

は，

ｎｏｍｅｎ ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ として， Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅ
ｉｃｈｎｕｎｇ

　

の用法が普通である． 規定語， あるいは，

人称的規定が附加されて，ＮＡ となり得るのも， 他の型の動詞派生名詞と同様である．

　

ｂ）‐ｓｃｈａｆｔにおいては， 形容詞からの派生と思われるにもかかわらず， 本来の
ＮＡ として頻繁

に用いられるものに Ｈｅｒｒｓｃｈａｆｔ がある， また，ｐａｒｔｉｃ
ｉｐｉｕｍａｄｉｅｃｔｉｖｕｍ からの派生語，Ｂｅｋａｎｎｔ－

ｓｃｈａｆｔ，Ｅｒｒｕｎｇｅｎｓｃ
ｈａｆｔ，Ｇｅ

ｆａｎｇｅｎｓｃｈａｆｔ，Ｖｅｒｗａｎ
ｄｔｓｃｈａｆｔなどはそれぞれ， ｐｅｒｆｅｋｔｉｓｃｈ （ｐｅｒｆｅ－

ｋｔｉｖ） な動作様態で，
Ｚｕｓｔａｎｄｓｂｅｚｉｃｈｎｕｎｇである．

・さらに， 名詞からの二次的派生語では， Ｍｉｔ‐

ｌｅｉｄｅｎｓｃｈａｆｔ，Ｍａｃｈｅｎｓｃｈａｆｔ，Ｗａｎｄｒｅｒｓｃｈａｆｔ，（これは ａｇｅｎｔｉｓ， Ｗａｎｄｒｅｒ

　

よりの転化）， Ａｎｗａｒｔ－

ｓｃｈａｆｔ などが， 状況表示語として，ＮＡ の概念範時に加えられる． だが， 補足語のつかぬ，，単

独の場合には， その Ｓｕ．ｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

の程度は， 行意表象 （Ｎｅｎｎｕｎｇ） か，
Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｓｂｅ－

ｚｅｉｃｈｎｕｎｇ かのいずれかである．

　

ｃ）－ｋｅｉｔ

　

語尾のものでは，ｉ） 名詞から， ｉｉ） 形容詞から，
ｉｉｉ）ｐａｒｔｉｃｉｐｉｅｎからの派生に大別で

きる． 共に主として， Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆｔｓ‐ｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ

　

であるが，－ｔｕｍ

　

語尾の名詞と同様に， 状況を

表示する場合で，特に， ｇｅｎｉｔｉｖｅｓ・Ｓｕｂｊｅｋｔ（Ｐｅｒｓｏｎａｌｐｒｏｎｏｍｅｎ を含めて） など規定語の附加で，
本来的 ＮＡ となり得る． また， 分詞からの派生は， 状態受動 （動作様態は ｐｅｒｆｅｋｔｉｓｃｈ である

－１４２－



金

　　　

子

　　　　

亭

が）の概念様式を与え，ＮＡ になりやすい．－たとえば，Ｂｅｓｏｎｎｅｎ－，Ｇｅｂｕｎ
ｄｅｎｒ， Ｖｅｒｗｏｒｒｅｎ－， Ｂｅ－

ｌｉｅｂｔ－，
Ｇｅｗａｎｄｔ，‐

Ｖｅｒｓｔｏｃｋｔ－， Ｖｅｒｓａｇｔ‐ｈｅｉｔ などである．

　

ｄ）ｋｅｉｔ語尾では， もっぱら， 形容詞派生名詞であるので，ＮＡ とは， 殆んど関係なく， Ｅｉ－
・

ｇｅｎｓｃｈａｆｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ の領域にある６），

註

　

１） Ｈ．Ｐａｕｌ，ＤｅｕｔｓｃｈｅＧｒａｍｍａｔｉｋ，１９５８．Ｂｄ．ＩＶＳ３２６．．

　

２） ０．Ｂｅｈａｇｈｅｌ，ＤｅｕｔｓｃｈｅＳｙｎｔａｘｌ９３２．Ｂｄ．ロ．Ｓ７３９

　

３） 動詞語幹派生名詞の発生過程とその種別については別に縞を改める所在である．

　

４） 自動詞， 他動詞の別は， もっぱら概念様式上の区分とする． つまり， Ａｋｋｕｓａｔｉｖ‐ｏｂｊｅｋｔ

　

のみならず，

　　

Ｇｅｎ沈ｉｖ，Ｄａｔｉｖ にある補足語， 及び前置詞を介す補足語も， この点で他動詞の範曜に加える． けだし，一

　　

個の動詞が自動詞か他動詞かの別は。ことに前綴の附加を考慮に入れるならば，まったく，ケース・バイ・

　　

ケースであり， このような考察の場合，特に， 一義的に決めることは， 全く不可能だからである．

　

５） Ｈ．Ｐａｕｌ，ＤｅｕｔｓｃｈｅＧｒａｍｍａｔｉｋ．１９２０Ｂｄ，
ＶＳ５８．

　

６） ○．Ｊｅｓｐｅｒｓｅｎ，は，ｎｅｘｕｓｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅなるカテゴリーを立て， これをｖｅｒｂａｌｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅとｐｒｅｄｉｃａｔｉｖｅ

　　

ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅ

　

に分けている．ここで問題とする型の名詞は， この分類による後者であるが， こうした分類

　　

には，二つの疑念が生じる．すなわち， ｉ）ｃｏｐｕｌａ

　

等が媒介する形容詞－その他の詞の場合は度外視する

　　　

として一が， Ｂｉｇｅｎｓｃｈａｆｔを表現する場合と

　

Ｚｕｓｔａｎｄｅを示す場合があり得（この区分も対極的な概念を

　　

問題にするのであって，臨界点が不分明であるのは当然であろう），後者が，一般の動詞概念と，ｋａｔｅｇｏｒｉｓｃｈ

　　

に同一の概念構成をもち，前者が属性概念を示すという点で， 後者は， 本来的 ＮＡ カテゴリーの限界線上

　　

に， 前者が， 臨界的現象であるとされなければならない‘

　

ｉｉ）ｐａｒｔｉｃｉｐｉｕｍ

　

ａｄｊｅｃｔｉｖｕｍ

　

は，ｐｅｒｆｅｋｔｉｓｃｈ

　　

な， あるいは， ｐａｓｓｉｖ

　

な概念様式を有しつつ， 本来的 ＮＡ カテゴリー内に含まれる． 従って， ０．，７ｅｓ‐

　　

ｐｅｒｓｅｎの ｎｅｘｕｓ，ｐｒｅｄｊｃａｔｉｖｅｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅなるカテゴリ←は，不十分のそしりをまぬがれない．

　　　

ｃｆ．○．Ｊｅｓｐｅｒｓｅｎ，ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｙｏｆＧｒａｍｍａｒ，１９２４ｃｈａｐ．１０

　

７） 遺憾ながら， この用法の女例は， 寡聞にして発見できなかった．御教示をお願いしたい．

３．

　

以上， 種々の語形の Ｎ
Ａ 及びこれに関連して， 動詞派生名詞の諸類型について， 概観してきた

のであるが， これまでの考察で与えられた， さし当っ
ての結論は， 次の通りである．

　

一般に，
ＮＡと動詞派生名詞に関して，上述の

“Ｍｉｓｃｈｓｙｎｔａｘ
’’の女法範時たるＳｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

とその程度が， あらゆる考察の第一義的な

　

Ｌｅｉｔｆａｄｅｎ

　

をなすことは， すでに見たとうりである．

Ｓｕｂｓｔａｎｔｌｖｌｅｒｕｎｇ′そのものは， 諸種の派生名詞を問題とする際に， 語形論上の区分からも導入さ

れざるを得ないが， Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

の程度， あるいは階梯という概念は， 従来，‐特に

　

Ｓｕｂ‐

ｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒｌｎ６ｎｉｔｉｖ に関連して言われて来たにすぎない． すなわち，
ｌｎ６ｎｉｔｉｖ が名詞化する過

程で，

　

Ｅｉｎｉｇｅ，ｄｉｅｎ・ｉｒｎａｃｈｚｕｓｅｈｅｎ
ｄｉｅ ｗｅｎｉｇｓｔｅ

　

Ｎ１ｔｉｈｅ

　

ｇｅｋｏｓｔｅｔ

　

ｈａｂｅｎ．

　

Ｄｉｒ

　

ｗｉｄｅｒｓｔｅｈｅｎ， ｈｅｉｓｓｔｄｅｎ ＫａｍーｐｆｍｉｔＧｏｔｔ．

　

Ｄａｓ ｎｅｎｎｅ

　

ｉｃｈ

　

ａｒｂｅｉｔｅｎ． よ り は，

　

Ｇｅｂｅｎｉｓｔｓｅｌｉｇｅｒｄｅｎｎ ｒｅｈｍーｅｎ， Ｓｅｌｂｅｒｅｓｓｅｎ

　

ｍーａｃｈｔｆｅｔｔ，ｄｕｒｃｈ Ｓｃｈｗｅｉｇｅｎ，ｏｈｎｅ

　

Ｚ６ｇｅｒｎ，

　

ｉｍ ＲｅｄｅｎｕｎｄＳｃｈｒｅｉｂｅｎ，ｄｕｒｃｈ Ｗｒａｓｓｅｒｔｒｉｎｋｅｎ

　

などが， より ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｅｎ

　

されており，

他方， 冠詞， 代名詞， 形容詞が附加されると， その

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇの程度 （Ｇｒａｄｅ） は一層進

むものとされたのである１）． この場合の， Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

の程度というのは， つまり， Ｋ１ｅｉｎ－

ｓｃｈｒｅｉｂｕｎｇ か Ｇｒｏｓｓｓｃｈｒｅｉｂｕｎｇ

　

か， あるいは一般に名詞的特性を示す外形的特徴－－冠詞， 代

名詞， 形容詞の附加のごとき－－を有するか否かによって， その発展の過程のメルクマールとな

しているわけである． 問題が ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒｌｎ６ｎｉｔｉｖ

　

である限りで， この意味での Ｓｕｂｓｔａｎｔｉ－

ｖｉｅｒｕｎｇｓｇｒａｄ という概念は， 有効であろう． なぜなら， ｌｎ行ｎ
ｉｔｉｖ の Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

にあって

一１４３一



Ｎｏｍｅｎ Ａｃｔｉｏｎｉｓ

　

試

　　

論

は， その段階が， 細分されて， 語形論的にも，Ｓａｔｚｌｅｈｒｅ という観点においてでも， その転化の過

程を跡づけることが可能であるからである．

　

ｄｅｎ Ｂｒｉｅｆ，ｄｅｒｎｅｕｌｉｃｈ ｂｅｉｚｕ
ｌｅｇｅｎ ｖｅｒｇｅｓｓｅｎ ｗｕｒｄｅ…（Ｓｃｈｉｌｌｅｒ） の如きｚｕを伴なぅ

　

ｌｎｎｎｉｔｉｖ

から

　

ｄａｓ

　

ｈｅｉｓｓｔ

　

ｌｅｂｅｎ

　

の如く

　

ｚｕ

　

を伴わないものを経て，
Ｇｒｏｓｓｃｈｒｅｉｂｕｎｇ となり， さらにこ

れらに， 冠詞が， 前置詞が附加されるという状況は， 明瞭に
Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖ への転化過程をｉｌｌｕｓｔ－

ｒｉｅｒｅｎ

　

しているのは， 確かである． だが， ここで

　

ｌｎ ｎｉｔｉｖ

　

より派生したと考えられて， しかも

語形が

　

ｌｎ行ｎｉｔｉｖと同じ型の名詞に関して考えてみるに， 発展転化段階を示す Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

の程度， つまり， 狭い意味での

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

の高段階にある冠詞附きの ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒ

ｌｎ云ｎｉｔｉｖ などが， その置かれた女脈の中で， それぞれ異つた概念の様式を取得するのをみる． つ

まり， ｂｅｉｍ Ｅｓｓｅｎ，ｚｕｍ Ｅｉｎｋａｕｆｅｎ ｇｅｈｅｎ，ｄａｓ ｗ【ｉｔｅｎｄｅ ＨｕＰｅｎｄｅｓＡ‐ｕｔｏｓ，ｂｅｉｍ Ｇｅｍｅｉｎｓａｍ－

ｔｒｉｎｋｅｎ， などの

　

ＮＡ

　　

これは，

　

前述の如く， 極めて具象的な動詞概念を表示してしているが

－－と， 単独の ｄａｓ Ｅｓｓｅｎ，ｄａｓＥｉｎｋａｕｆ， ｄａｓ Ｈｕｐｅｎ，ｄａｓＴｒｉｎｋｅｎ などとは， 概念の様式を異

にし， さらに， ｄａｓ
Ｅｓｓｅｎ については，「食事」 の意義に用いられる一方，「食物」 の意味をとり，

動作対象をも示し得る． つまり， かなり多数のｌｎｎｉｔｉｖ

　

型の名詞に関して， 一定の文脈中にあ

って， 以上三種の相異つた意味の様式をとり得るのであって， このような観点に立つと， 動詞概

念の

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ なるものは， Ｐａｕｌ

　

の言う， 語形的な， あるいは，
Ｓａｔｚｌｅｈｒｅ上の転化過

程を示す概念として把えるよりも， むしろ， 以上の如き， 動作・行為， 過程・状態等の動詞概念

の概念様式上の変化を包摂する範噂と 考えられるべきである． 換言するに，Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ文

法範噂は， 当該動詞派生名詞が一定の

　

Ｓａｔｚｇｌｉｅｄ 中にあって採り得る概念様式 （意味の形態） の

転化を包摂するのであって， さきに， ｌｎ６ｎｉｔｉｖ‐ＮＡ

　

に関して述べた際に指摘した， 三種の階梯，
つまり， １） ｋｏｎｋｒｅｔｅ

　

Ｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｄｅｒ

　

Ｔａｔｉｇｋｅｉｔ， ｕ， ａ， ２） ｏｂｊｅｋｔｉｖｅ

　

Ｎｅｎｎｕｎｇ （ｏｄ， Ａｎ‐

ｓｃｈｌａｇ）ｄｅｒＴａｔｉｇｋｅｉｔ，ｕ．ａ．３） Ｇｅｇｅｎｓｔａは．ｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｄｅｒｖｏｉｌｚｏｇｅｎｅｎ Ｔａｔｉｇｋｅｉｔｕ．ａ が，

それぞれ，ｌｎ６ｎｉｔｉｖ 型名詞の
ＳｕｂｓｔａＬｎｔｉｖｉｅｒｕｌｌｇ 過程の里程標を与えるのである．

　

Ｈ．Ｐａｕｌ の言う

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇｓｇｒａｄｅ という概念は， では， どこに位置づけるべきかといラ

点に関しては， Ｐａｕｌ

　

自身が語っている． すなわち，

　

ｗｅｉｔｅｒ

　

ｇｅｈｔ

　

ｄｉｅ

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ， ｗｅｎｎ
・ｄｅｍ ｌｎｆ，ｅｉｎＡｒｔ，，ｅｉｎ Ｐｒｏｎ ｏｄ， ｅｉｎ Ａｄｉ， ｂｅｉｇｅ－

ｆｔｉｇｔｗｉｒｄ……Ｂｅｉｄｉｅｓｅｌｎ ＧｒａｄｅｄｅｒＳｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ ｗｉｒｄ ｖｏｎｄｅｍ工ｎｆ，ｗｉｅｖｏｎ ｅｉｎｅｍ ａｎ－

ｄｅｒｎ Ｓｕｂｓｔ，ｅｉｎ

　

Ｇｅｎ．ａｂｈ弐ｎｇｉｇ

　

ｇｅｌｎａｃｈｔ．… …Ｅｓｖｅｒｈａｌｔｓｉｃｈ

　

ｉｎ

　

斬Ｊｉｒｋｌｉｃｈｋｅｉｔ

　

ｄａ・ｎｉｔｓｏ，ｄａｓｓ

ｅ１ｎ ｖｏｎｉｈｎｅｎ ａｂｈれｎｇｉｇｅｒ Ｇｅｎ．ｕｒｓＰｒｔｉｎｇｌｉｃｈ Ｇｅｎ・ｏｂｊｅｋｔｉｖｕｓｉｓｔ，ａｂｅｒｎａｃｈ ｖｏｌｌｅｎｄｅｔｅｒＳｕｂ－

ｓｔａｌ１ｔｉＶｉｅｕｎｇ ｎｉｃｈｔ ｍＬｅｈｒａｌｓ

　

ｓｏＩＣｈｅｒｅｍＬＰ行ｎｄｅｎ ｗｉｒｄ．２）

　

本稿でいう， 動作等に対する単なる呼称にすぎぬ動詞派生名詞の概念様式をもって，Ｓｕｂｓｔａｎｔｉ－

ｖｉｅｒｕｎｇ

　

の完了とみなしていることは， 以上で明瞭である． すなわち， Ｐａ．ｕｌの言う

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉ－

ｖｉｅｒｕｎｇ は， 本来的
ＮＡ 形成の段階だけを細分し， その転化過程をｉｌｌｕｓｔｒｉｅｒｅｎ すべき概念であ

る． それ故， このような概念規定の不十分さは， 次の三点にあらわれることになる．

　

ｉ）ＳｕｂｓｔａＬｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ 階梯を Ｔａｔｉｇｋｅｉｔｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ か ら

　

Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇ に至る一

　

連の過程として把えていないこと．

　

ｉｉ） ほとんどいかなる規定語をも伴わない本来的 ＮＡ と， 人称的規定，Ｇｅｎ．ｏｂｊｅｃｔｉｖｕｓを含む

　　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒｓａｔｚ 形成の中核となる種類の ＮＡ との間に， 存する “ｍｉｓｃｈｓｙｎｔａｋｔｉｓｃｈ“

　　

な相異をみのがさざるを得ないこと， （後述）

　

・ｉｉ）ｌｎｎｎｉｔｉｖ型名詞に関しては， かなり明白に把え得る Ｓｕｂｓｔａｎｔｉ．ｖｉｅｒｕｎｇ 転化過程の基準も，
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金

　　　

子

　

・

　　

亨

　　

他の型の ＮＡ－－一般に動詞派生名詞－－にあっては， 析出不可能であり， 従って， この概

　　

念は， 基本的に．ｌｎ行ｎｉｔｉｖＮＡ 形成にしか妥当性をもたなくなってしまうこと，

　

従って， 本稿では，
Ｐａｕｌ の Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ をｌｎ６ｎｉｔｉｖＮＡ形成に至る転化過程を例証する

局所的な文法範時と把え， これを避け， Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ を， 動詞派生名詞一般の，Ｓｕｂ，ｓｔａＬｎｔｉｖｅ

に至る全転化領域を包摂する広義の範噂にまで拡大する． この際同時に留意 すべきことは，
Ｓｕｂｓｔａｕ・ｔｉｖｉｅｒｗｌｇ

・をこのようなものと規定する限りで， 論理の Ｌｅｉｔｆａｄｅｎ はいきおい， 前述の，

ｍｉｓｃｈｓｙｎｔａｋｔｉｓｃｈ

　

な意味での特殊文法範時である「概念の様式」， あるいは， 意味構成の文章論

的諸類型たらざるを得なくなる点である． 以上の点を整理補足するに，動詞派生名詞一般－－二・

三の名詞派生， 形容詞， 分詞派生名詞を含む一一の

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

を， 概念型式上分類する

ならば， 次の三階梯に分かたれる，

　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

ｉ）本来的 ＮＡ の機能を取得する ｋｏｎｋｒｅｔｅ Ｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｄｅｒ

　

Ｔａｔｉｇｋｅｉｔ，ｄｅｓ Ｖｏｒｇａｎｇｓ，ｏ
ｄ．

　

ｄｅｓ Ｚｕｓｔａｎｄｅｓ の階梯．

　

ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒ

　

ｌｎｉｎｉｔｉｖ は無条件でこの機能を取得し得る． 動詞語幹形成の名詞，Ｓｕ缶ｘ‐ｕｎｇ

型， 外来語語尾‐ｉｅｒｕｎｇ

　

の名詞では， 前綴の附加以上の展開， つまり， 前置詞， 人称代名詞，形

容詞， Ｇｅｎ．ｓｕ
ｂｊｅｃｔｉｖｕｓｏｄ．ｏｂｊｅｋｔｉｖｕｓ の附加によってこの機能を得る３）．その他の派生名詞にあ

つては， 少なくとも， 前置詞， 叉は人称規定を伴なってはじめて， 本来的
ＮＡ たり得るにすぎな

し・．

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

のこの段階で， 動作等の動詞概念は， 具体的に， ａｎｕｎｄｆｔｉｒｓｉｃｈ に具象化

され， 動詞概念が， その

　

Ｄｙｎａｍｉｋ をよく保存したままで名詞化される． これは， ＳｕｂｓｔａＬｎｔ
ｉｖｉｅ－

ｒｕｎｇ の最も ｐｒｉｍｉｔｉｖ

　

な段階である． それゆえ， 名詞化の程度という観点からすると， この機能

は， 動詞概念の保存という点で， その最初の階梯にあると言える． ここで， 動詞概念は， 具体的

に， 生き生きと， 簡潔直載に保存されるのであるから， この

　

Ｓｕｂｓｔａｎ錠ｖｉｅｒｕｎｇ の段階を， 第一

階梯と呼ぶことにする． 名詞化第一階梯にある語の機能及びその意味の形態を， 誤解を怖れずに

邦語すれば， 「～スルコト」，
「～ダルコト」 の意味に考えて， 基本的に正当と言えよう．

　

この本来的ＮＡが， 動詞概念の具象的な表示であることから，当該動詞の動作主体及び客体が補

足的に ＮＡに附加されるのは極めて当然のことである． Ｇｅｎ．ｏｂｊｅｃｔｉｖｕｓ．ｏｄ，ｓｕｂｊｅｃｔｉｖｕｓ の附加は

もとより， 人称規定を伴なぅものが多く， それに至らないまでも， 前置詞の規定によって動作主

体を暗示する場合も多い． このような規定語を伴なった ＮＡ は， すでに動詞概念の具象的表示た

るにとどまらず， Ｓｕｂｓｔａｉ・ｔｉｖｉｅｒｔｅｒ

　

Ｓａｔｚ として， Ｓｕｂｊｅｋｔ‐Ｐｒａｄｉｋａｔ‐Ｇｅｓｔａｌｔｕｎｇ

　

を内包する，と言

える． つまり， 無規定の ＮＡ が， 動詞概念を普遍妥当的なものとして， すなわち， 動作主体等を

明示， あるいは暗示せずに， 一般的に表示するに対して， これらの規定語は， その動詞概念を，

人称化， 即ち， 特定化せしむる機能を有するのである． 無規定の
ＮＡ から， このように人称的規

定を伴なうＳｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｔｅｒＳａｔｚの中核となる ＮＡ までの推移もまた， 一定の段階を有す 連の

連続した過程である． この過程は， しかし， Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ 過程とは別の系列に属し，いわば，

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

過程を縦軸とすれば，これは機軸の展開をなしている． これについて
は，次項，

第４項以下で述べることにして， 本稿では割愛する．

ｉｉ） 一般に， 動作， 行為等を示す抽象名詞と呼ばれる段階．
これは， Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ という観点か．らすると， 第一の階梯より一層進んだ段階であって，
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ＮｏｍｅｎＡｃｔｉｏｎｉｓ

　

試

　　

論

第一の階梯の名詞化が， 動作等の動詞概念の具体的表現であるに対して， この， 第二の階梯にあ

る動詞派生名詞は， 当該の動詞概念に対する， 単なる呼称にすぎない． 従って， 本稿では， この

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ の段階を ｏｂｊｅｋｔｉｖｅＮｅｎｎｕｎｇｆｕｒｄｉｅＴａｔｉｇｋｅｉｔ，ｄｅｎＶｏｒｇａｎｇ，ｏｄ．ｄｅｎＺｕｓｔａｎｄ

と呼ぶことにする．

　

この段階では，

　

すでに，
ｄｙｎａｍｉｓｃｈ な動詞概念の表示はもはや求められず， この階梯にある

動詞派生名詞は，ｓｔａｔｉｓｃｈ な Ａｂｓｔｒａｋｔｕｍ であるにすぎない． しかしながら， 第一階梯から， こ

の第二階梯への移行は， 連続した過程であるから， その途上には， 種々の中間型態がみとめられ

る． かりにｌｎｎｎｉｔｉｖ 型名詞に例をとれを， ａ

　

ｎｉｎ． Ｖｅｒｔｒａｕｅｎ ｈａｂｅｎ，ｉｓ

　

Ｖｅｒｔｒａｕｅｎ ｇｅｗｉｎｎｅｎ，

ｉｍ ｖｅｒｔｒａｕｅｎ
・
ｓｃｈｅｎｋｅｎ における

　

Ｖｅｒｔｒａｕｅｎ は，
ｄｉｅｓｅｓ Ｖｅｒｔｒａｕｅｎ ａｕｆｅｉｎｅｍ ｆｒｅｍｄｅｎ Ｍａｓｓ‐

ｓｔａｂ． Ｖｅｒｔｒａｕｅｎ ｍａｃｈｔｅ

　

ｕｎｓｇｅｎｅｉｇｔ， における場合より， 一層

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｖｅｎ

　

されている

が， これらをもって， 明白に第二階梯の
Ｎｅｎｎｅｎｄｅｓ 帆′ｏｒｔとは断定できず， それ故， これらは，

この過程の中間段階と考える外はないであろう． このような事例は， その他の動詞派生名詞につ

いても， 考えられる．

　

この階梯に多くの名詞を属せしめているものを挙げるならば， ｌｎ６ｎｉｔｉｖ においても， 殊に

　

ｄａｓ

Ｖｅｒｈａｌｔｅｎ， Ｖｅｒｔｒａｕｅｎ， Ｒａｕｃｈｅｎ， Ｔｒｉｎｋｅｎ， Ｒｅｃｈｎｅｎ， Ｅｉｎｋａｕｆｅｎ などの定冠詞を有す， かなり

の数の名詞が含まれよう． また， 語幹派生名詞以下， 種々の

　

Ｓｕｆ６ｘ

　

私をもつ前述の各名詞は，
Ｐｒａ６ｘｇｅ を有するものを除けば全てがこの階梯の

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ 段階にある行為呼称として

用いられる．

ｉｉｉ） Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ の最後の階梯．
ＧｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｄｅｓＶｅｒｂａｌｂｅｇｒｉ”ｓ．この階梯で Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ は終結し， 動詞派

生名詞は， 本来の動詞的概念を失ない， 単なる

　

ｎｏｍｅｎｓｕｂｓｔａｎｔｉａｅ に転化する， この階梯の特

色は， 本来の動詞概念の作用を受けた結果として得られた「もの」 あるいは， 結果として与えら

れるべき「もの」が表示される点である． たとえば，
ｄａｓ

　

Ｖｅｒｂｒｅｃｈｅｎ は ｄｉｅ ｖｅｒｂｒｏｃｈｅｎｅ Ｔａｔ を

ｄａｓＳｃｈｒｅｉｂｅｎ が

　

ｄａｓ Ｇｅｓｃｈｒｉｅｂｅｎｅ を，また， Ｅｎｔｗｕｒ
ｆ が

　

ｄａｓ

　

Ｅｎｔｗｏｒｆｅｎｅ， ～ｌｉｓｃｈｕｎｇ が ｄａｓ

Ｇｅｍｉｓｃｈｔｅ

　

を示すが如き場合である． すなわち， この階梯の

　

Ｓｕｂｓｔａｌｌｔｉｖｉｅｒｕｎｇ は， いわば，
ｏｂｉｋｔｉｖｉｅｒｕｎｇ とも言うべき，．Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｍａｃｈｅｎ

　

を主たる特徴としている．

　

この階梯に属すべき語， 及びその用法を最も多く有する動詞派生名詞は，第一に
Ｐｒ前ｘｇｅ↑を

有す動詞派生名詞， 第二に，タト来語

　

Ｓｕ伍×‐ｉｏｎ 型名詞である． これにつづいて，ｌｎ行ｎｉｔｉｖ型名詞

をはじめ， 外来語

　

Ｓｕ伍×‐ｉｅｒｕｎｇ

　

型名詞を除く全ての動詞派生名詞が， この， 最終の

　

Ｓｕｂｓｔａｎ－

ｔｉｖｉｅｒｕｎｇｓｇｒａｄｅ に至り得る．

　

それ故，ほとんどの動詞派生名詞は，第一階梯から第二階梯を経て，第三階梯に至る，Ｓｕｂｓｔａ１１－

ｔｉｖｉｅｒｕｎｇ の過程を経過し得るのであって， 同一語においても， その含まれる文脈上の機能に応じ

て， 三様の姿態転換をなし得るのである． そして， この姿態転換において，各名詞の意義に相異を

もたらすものは，当該名詞の動詞的概念様式に加えられる Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ の強度に他ならない，

　

以上にのべた動詞派生名詞が， その

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

を， ｓｃ
ｈｅｍａｔｉｓｃｈ に画くならば， 次のようになろう．

　　　　

ＳｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇｓＰｒｏＺｅｓｓ

ｌ．

　

第一階梯； Ｋｏｎｋｒｅｔｉｅｒｕｎｇ を特色とする．

の進行の各階梯で示す概念様式の変化

－１４６－



　　　　　　　　　
′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－

　　
－

　　
▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－

　　　　　　
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー

　
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー

　　
・

　
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－－
十

金

　　　

子

　　　　

亭

　　

機能 ： ｋｏｎｋｒｅｔｅ ＢｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｄｅｓＶｅｒｂｕｍｂｅｇｒ道ｓｉｎ ｖｅｒｓｃｈｉｅｄｅｎｅｒ Ａｋｔｉｏｎｓａ沈ｅｎ．

２．

　

第二階梯； Ｎｏｍｉｎｉｅｍｎｇ を特色とする．

　　

機能 ： ｏｂｊｅｋｔｉｖｅ ＮｅｎｎｕｎｇｄｅｓＶｅｒｂｕｍｂｅｇｒｉ任ｓ

３． 第三階梯 ： ｏｂｊｅｋｔｉｅｒｕｎｇ を特色とする．

　　

機能 ： Ｇｅｇｅｎｓｔａｎｄｓｂｅｚｅｉｃｈｎｕｎｇｄｅｓｖｅｒｂｕｍｂｅｇｒｉ”ｓ

　

この三階梯中， 本来的 ＮＡ の機能を有するのは， 第１階梯の

　

Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｅｒｕｎｇ 段階にある動

詞派生名詞である． また， すべての， 上述の動詞派生名詞は， 以上三階梯の一つあるいは， それ

以上の機能を有し得， この一連の

　

Ｓｕｂｓｔａｕｌｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

過程中のどこかにその位置を占める． （未

完）

　

以上， 紙幅の関係で，ＮＡ に関する一般的考察の一部となるべき拙稿を－まず欄筆する． 次号
においては， ここで考察した

　

Ｓｕｂｓｔａｕ・ｔｉｖｉｅｒｕｎｇ

　

過程の横軸となるべき， ＮＡ の人称化， Ｓｕｂ－

ｓｔａｎｔｉｖｉｅｒ〔ｅｒｓａｔｚ への転化過程に関する部分について， つたない考察をつづけたい． 種々の点で

の， 大方の御教示をお願いする次第である．
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